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「（
表
紙
）東海
紀
行
」

甲（
序
文
）辰
東
海
紀
行
序

去
年
は封
地
へ立か
へ
り
の
御〻
暇
ニを を
た
ま
ハ
り

て〻
、
越
の
国
へ
行
け
れ
ハ
、

こ
と
し新
玉
の春の
初
、ふ
り
積
る
雪の
中
にを を
ふ
ミ
分打立
て

〻
〻
〻
、
江
戸
へ
参
きり り

ん〻

しり り
け
れ
と
侍
る
〻

〻

、
（
ま
脱
）

な
ほ
国中
の
ま
つ
り
こ
と
も
いお お
き
てた
し
〻
〻
の
こ
りせ せ
し
事こ
れ
〻
〻
有ハ
、

たか か
さ
ね
て
暇
た
ハ
ら
ん
事

ん〻
を
公
に
申ね ね
き
し
か
は

た
つ
し
け
れ
は

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
御
ゆ
る
し
あ蒙 蒙

り
て
、

又
国
へ
相〻
た
ち
候ぬ ぬ
る事
はと と
な
り
し
ハ

、
全
く
公
の
御
恵
ミ
の
深
き
、
い
と

あか か
し
こ
し
り
か
た
か
り
け
る

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
無
程
発
途
せ
ん
と
し
け
る
内時 時

に
、

筑
山
先
生

1)

、
当
年
は
道
の
記
か
き
て
見
せ
よ
と
あ
り
し

ゆ
へ
、
愚
文
鈍
筆
を
恥
す
し
て
か
き
と
め
ぬる
も、
さ
た
め
て

間あ あ
や
ま
り
違
も
〻
〻
多
く
有な
ん
と
思
ふへ へ
ハ
、い
さ
、
（
〻
）先
生
に
つ
き
て
正
を
乞
ふ
に

こ
そ

　
　
　
皐
月
　
春
嶽

甲（
本
文
）辰
東
海
紀
行

天
保
甲
辰

四
月
廿
九
日

き封 封
地
への
へ
た
つ
の
と
し
卯
月
廿
九
日

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
発
途
す
と
てき き
ゝ
給
ひ
て

、

田
一
位
君

2)

よ
り
竹
中（
マ
マ
）半
十

郎
3)
を送
別
の御使
に
て
御
ミ
た
て
に

〻
〻
〻
〻
〻
〻

東
海
紀
行

松
平
春
嶽
　
著
　
　

堀
井
雅
弘
校
訂
　
　

　
　
　
凡
　
例

一�

東
海
紀
行
は
、
福
井
藩
主
松
平
春
嶽
（
慶
永
）
が
執
筆
し
た
天
保
一
五
年

（
一
八
四
四
、一
二
月
に
弘
化
と
改
元
）
四
月
二
九
日
か
ら
五
月
一
一
日
に
か
け

て
の
参
勤
交
代
の
紀
行
文
で
あ
る
。
本
書
は
校
正
用
の
草
稿
に
あ
た
り
、
原
文
に

修
正
や
訂
正
、
加
筆
な
ど
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。

一�

本
書
は
、
福
井
県
立
図
書
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
松
平
文
庫
「
東
海
紀
行
」
を
底

本
と
し
、
福
井
市
春
嶽
公
記
念
文
庫
「
天
保
甲
辰
東
海
紀
行
」、
お
よ
び
同
「
東

海
道
駅
路
紀
行
草
稿
」
を
校
合
本
と
し
た
。

一�

漢
字
は
、
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
変
体
仮
名
は
、
左
記
の
三
文
字
を
の
ぞ

き
、
平
仮
名
に
改
め
た
。

　
ゟ
（
よ
り
）
　
而
（
て
）
　
江
（
え
）

一
校
訂
に
あ
た
っ
て
、
文
中
に
読
点
、
並
列
点
を
加
え
た
。

一�

朱
書
き
の
う
ち
、
取
り
消
し
点
、
お
よ
び
取
り
消
し
記
号
は
、
原
文
の
左
傍
に

「
〻
」
を
つ
け
た
。
修
正
・
訂
正
・
加
筆
な
ど
の
文
字
は
、
資
料
に
し
た
が
っ
て
、

原
文
の
右
傍
（
一
部
は
左
傍
）
に
記
し
た
。

一
改
行
、
お
よ
び
欠
字
・
平
出
は
、
資
料
に
し
た
が
っ
た
。

一
校
訂
者
の
注
記
は
、（
　
）
で
示
し
た
。

一�

本
書
の
成
立
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
本
紀
要
収
載
の
「
松
平
春
嶽
の
紀
行
文

『
東
海
紀
行
』」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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下
さ
れ
し
、
御か か
し
こ
さ
親
切
の
御
事

〻
〻
〻
〻
〻
申
もな
か
〳
〵
お
ろ
か
な
り
、
且
ハ
長
途
を

御思 思
ひ
煩
い
を
給
ふ
よ
し

案
し
あ
る
こ
と

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
身
に
あ
ま
り
難て て
お
ほ
ゆ
有
か
り
き

〻
〻
〻
〻
、
い
そ
き
逢
て

御か か
へ
り
こ
と

返
答
〻
〻
申
上〻
ぬ
、
又
大
母
の
御
方
松
栄

君
4)
よ
り
も
御
使を
下
さ
れ
、

是
も
御
返〻
答
申
上て て

謝
し
奉
る
、
そ
れ
よ
り
野
れ装 装

束〻
に
な
り

て
奥後 後
閤
の
女
房
と
も
に
も

へ
も
〻
〻
目
見
申
付
ぬ

〻

〻

〻

、
其
中
のに に
て
重
立
し

年
寄
〻
〻
磯
岡

5)

と
云
に
申
置

候し し

事〻
ハ
、
一
位
尊せ

し
め君

ハ只 只
今
ハ
強
健
に
お
ハ
し
ま
せ
と

御
丈
夫
と
ハ
申
な
か
ら

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
御
老〻
年
に〻
も

なた た
け
さ
せ
ら
る
れ

ら
せ
ら
れ
候
へ

〻
〻
〻
〻
〻
〻
ハ
、
万も も
し
な
や
ま
せ
給
ふ
事
な
と
も

々
一
御
病
も

〻
〻
〻
〻
〻
出
来
候な な

ハ
ヽ
、
と
く
国
本許 許

へ
申
遣こ こ

す
へ
し
、
か直 直
に
馳
付
て
看
侍
し
奉
ら
ん
、さ
り
な
か
ら

け
つ
け
御
か
ん
病
も
申
上
た
く
候
間

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）ふ
く
ミ
お
る
様

〻
〻
〻
〻
〻
〻

に〻
、
こ
の
こ
と
寸露 露
ハ
か
り
も

分
に
て
も

〻
〻
〻
〻
尊
君
へ
き
こ
へえ え

あ
け
て
ハ
よ
ろ

し
か
ら
す
、
し
か
し
御

〻
〻
〻
〻
内
実々々
の
御
病
気〻
ハ
し
れ
か
ぬ
るれ れ
ハゆ
へ
〻
〻
、
内

分
ハ
お
れ
ゐ
の
方

6)
へ
も
申
入
候置 置
ぬゆ
へ
〻
〻
、
こ
の
か
た
よ
り
御
文
ま
ゐい い

り

た
ら
は
其
心外

記得
す
へ
し
と
云
、
そ
れ
よ
り
表
へ
参出 出
てり〻
、
留
守
の
家

老
酒
井
知
安

7)
・
用
人
中
根
師
質

8)
靭
負
　
内
用
の
事
あ
り
て
、
国
許
よ
り

　
　
　
初
夏
の
下
旬
着
し
て
又
直
に

帰
れ候〻

へ〻
と
も
、
残
る
こ
と
あ
り
て
五
六
日

予
か
後
に
な
る
へ
し
　
　
　
　
　
　

・
雨
森
貞
照
小
十

郎
9)
・
水
谷
勝
房
壱岐

10)・
笹
治

高
典
兵庫

11)

等
に
暇逢 逢
て乞
し
て

〻
〻
〻
、
長
鮑
を
遣
ハ
し
て
祝後 後
の
事
と
も

遣
し
け

〻
〻
〻

り申 申
含
ぬ
、や
か
て
辰

、
（
〻
）も
は
や
五

〻
〻
〻
〻
時
とに に
もな
り
た
れ
は
、
供陪 陪
従も
よ揃 揃
ひ
つ
れ
ハ

ろ
し
く

〻
〻
〻
、
発
途
いせ せ
よ
とた〻

し
候
や
う
に

〻
〻
〻
〻
〻
高
典
申そ そ
ゝ
の
か
し
て

き
け
て

〻
〻
〻
先
た
つ
、
稽
古
所
に
ハ
広
式

用
人
・
医
師
な
と
見
た
て
に
罷
り
〻
〻
出
つ
、
時
計
之
間
を
経
て
表
小

姓
部
屋
前
に
表
医
師
共
い
つ
る
、
又
長
ろ
（
炉
）之

間
ニ
も
左
諸
士
・

無
息
、
右
出
入
之
士・
商
人
居
り
、
広
間
ニ
ハ
士
居
り
、
何
も
辞い い
さ
ゝ
か
い
ら
へ
し
て
過

を〻
か〻
け〻
ぬ
、

竹
中
（
マ
マ
）もこ
ゝ
ま
て
見
た送 送
りて
い
た
し

〻
〻
〻
〻
ぬ
、
す
な
ハ
ち
馬
に
一
早

稲
川
打
乗
り
て

発
途
す
、
白
洲
に
ハ
出市 市

入
町
〻
〻
人
之
軽
き
者
共
出
た
り
、
表
門
よ
り
間

部
詮
勝
下
総

守
12)
之及 及

邸〻
松
平
正
名
筑
後

守
13)
之
亭邸 邸

前
へ
か
ゝ
り
、
ここ こ
ゝの〻
に
て

天
方
友
益
孫
八
14)　
、
馬
名

笹
森
　
　
　

・
渋
谷
宣
清
権
左
衛
門
15)　
、

馬
東
山
　

・
雨
森
興
貴
太儀右
衛
門

郎〻
兵〻
衛〻
16)

馬〻
教
寛

・
出
淵
成

親
伝
之
丞
17)　
、

宮
尾

・
山
形
好
和
熊
之
助
18)　

　

等
馬
に
乗
り
て
供
奉
す
、
常
盤
橋
御〻
門

よ
り
河
岸
通
り
、
比
丘
尼
橋よ
り左
之
本き き
れ通
り
〻
〻
、
尾
張
町
の
所
〻
〻
に
て
森

忠
徳
越
中

守
19)
と
出
合
ひ
、
た
か
ひ
に
会い い
ら
へ
す
釈
す
〻
〻
、
（
〻
）案
す
る
に

〻
〻
〻
〻
、
忠
徳
之
邑封 封
地は
播

州
の
赤
穂
な
り
、こ
た
ひ
ハ
日
光
へ
詣
て
ゝ
東
山
道
を
帰
ら〻
る
ゝ〻
な
る
へ
し
、
夫
よ
り

竹
川
町
通
り

〻
〻
〻
〻
〻
、
芝の
新
橋
を
渡
り
て
、
源
介
町

〻
〻
〻
神
明
町の の
社
を
右
に
見
な
し
、

を
経
て

〻
〻
〻
金
杉

橋
通を を
渡
るり〻
、
此
へあ あ
た
りん〻
に
て
三
縁
山
之
門楼
見
ゆ
、
馬
上
に
て
拝
伏
い
た
〻
〻
し
、
こ
ゝ
を

離
れ
て
高
縄
通の の
浜
に
い
つ
、

り〻
、
（
〻
）右〻
泉
岳
寺
、
（
〻
）こに

に

れ〻
は
浅
野
家
の〻
義
士
の
墓
あ
り
、

委
世
の
し
る
所
な
れ
ハ
、

し
き
事
は

し
る
さ
す

義
人
録
に
詳
か
也

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

、
又
少
し
ま
い
れ
は

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）右
之
方
に

〻
〻
〻
〻

東
海
寺
とハ ハ

大
猷
院
殿
い〻
ふ2 20)

寺
の

あ〻
り〻
、
沢
庵
和
尚
之を を
崇
信
し
給
ひ
し
よ
り

開
基
也〻
、
沢
庵
ハ
知
識

の
僧
な
り
、
知
識
に
な
る
も
一
通
り
の
工
夫
にせ

し
な
りて

参な な

る
事
に
あ
ら
し
、

雨
に
浴
し
、
風
に
櫛
り
、
日
夜
心に に
勇
猛
精
進

を
用
〻
〻
ひ2 21)
にし し
て
し
よ
り

〻
〻
〻
、
終
に
一
山
の
開

基
にと と
な
りて
、
其
名
海
内
に
あ
ま
ね
く
尊
と
ま
れ
し
、
況
や
正
道
を
学
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も
の
日
夜
聖
賢
に
至
る
の
工
夫
すな な
く
て
ハ
叶
ふ
ま
し
き
事
に

へ
き
に

〻
〻
〻
な
ん
、
恐か か
し
こ
く
も
な
か
ら

〻
〻
〻

大
神
君
に
ハ
、
千
辛
万
苦
し
給
ひ
、
日
夜
神
慮
を
労
せ
ら

れて
、
自
然
と
聖
賢
の
道
に
御も も

叶
ひハ ハ
せ
給
ひ
被
遊
〻
〻
し
ゆ
へ
、
終
に
徳
川
〻
〻
に
あ
ら
す
、仰
き
か
し
こ

天万 万
々
世
創
業
の
祖
と

下
の
御
開
基

〻
〻
〻
〻
〻
と
ハ
な
りら ら
せ
給
ひ
ぬ

給
ふ
〻
〻
、
沢
庵等
か
釈
門
に
て
の
ミ

ハ
出
家
に
て

〻
〻
〻
〻
尊
ふ
斗
なミ ミ
奉
る
へ
き
に
そ

り〻
、

大
神
君
ハ

〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）千
万
年
の
後
ま
て
も
御
徳
海
内
に
あ
ま
ね
く

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）万
民
〻
〻

余
沢
を
蒙
ら
ぬ
ハ
な
か
る
へ
し

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
こ
の
東あ あ
た
り
に
て

海
寺
前
を
過
て

〻
〻
〻
〻
〻
〻
海
上

を
眺
望
す
れ
は
、
上房 房

下
の
〻
〻
総
州の の
山
々
藍
引
た
る
こ
と
く
見
え
て
い
と
お
か
し

の
山
見
ゆ
る

〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）よ
き
け
し
き
也

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）品
川
〻
〻

駅
よ
り
川
崎
へ
二
里
半
也

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
無
程
盤
（
磐
）井
之
神
社
とに に
至
るな
る
〻
〻
俗
に
鈴
ノ
森

八
幡
と
云

、

宮社 社
の
さ
ま
か
う
〳
〵
し

随
分
結

〻
〻
〻
構2 22)
な〻
り〻
、
此
所
に
小い い

さ
ゝ
か休
すら ら

ひ
て、
後
ろ〻
の
方
を
見
れ
は
、
農
夫

の
一
人
ハ
真〻
中
に
あ
り
、
両
人
は
左
右
に
あワ ワ
か
れり〻
て
荒
起
す
る
な
り
、

富
め
る
者
ハ
馬
或
は
牛
な
と
に
て
、
耕
し
貧
き
も
の
ハ
如
此
しす す
る

と
な
ん
、
唐
の
李
紳
か
汗
滴
禾
下
土
と
い
ひ
し
を
思
ひ
出
にら ら
るし〻
、

夫
飽
食
暖
（
煖
）衣
逸
居
無
教
近
禽
獣
と
孟
子
に
見
へ
た
り
、

今
世
の
諸
侯
、
治
世
に
生
れ
、
婦
女
の
手
に
長
し
、
逸
楽
に
の
ミ

居耽 耽

り
て
、
下
情
に
通
せ
す
、
百
姓
の
艱
苦
を
し
ら
ぬ
ハ
嘆
か
ハ
し
き

こ
と
也
、
と
り
け
た
も
の
に
も
近
し
と
ハ〻
い
へと
、
犬
ハ
賊
を
知
ら
せ
、
猫
は

送
迎
を
知
る
、
さ
れ
ハ
逸
居
し
て
礼
義
を
知
ら
ぬ
者
ハ
、
犬
猫
に
も

お
と
る
と
い
ふ
へ
し
、
こ
れ
まよ よ
りて〻
馬
上を を
下
り
て
、
（
〻
）こ
の
所
よ
り

〻
〻
〻
〻
〻
駕
にに に
乗
次て
行
〻
〻
、
不
入

斗
村
・
八
幡
村
を
過
れ
ハ
、
無
程
〻
〻
大
森
と〻
な
るり り
、土、

（
〻
）此
所
の

〻
〻
〻
産
と
て
麦
ハ
ら

に
て
作
り
し
小
童
の
玩
器
を
売
る
、
程
な
く

〻
〻
〻
六
郷
川
とに に
い
た
る
な
る
〻
〻
、
浅
井
政
昭

23) 

出
迎
ふ
、政
昭
ハ
近
習
な
れ
と
も
仮
水
主
頭
つ
と
む
、水
ハ
平
水
也な な
りと
云
、渡
船

すに に
乗
て、

（
〻
）川
崎
宿駅 駅

に
至移 移

る
四
時
半

頃
　

、
田
中
兵
庫
出
迎
ふ
、
こ
れ
か
所
に
昼の
休
す
、

反
町
直
徳

24)
・
森
敬
慎

25)
ハ
田
第
よ
り
御〻
附
ニら ら
れ
し
者
共
な
れ
と

て〻
、
此
度
ハ
残
る
〻

〻

ゆ
へ
、
此
所

に
て
暇辞 辞

し
か
へ
る
、
乞
す
〻
〻
、
（
〻
）昼
休
済
て

〻
〻
〻
〻
こ
れ
よ
り
歩
行
し
、
八
丁
な
ハ
て供

せ
さ
るへ

か
ゝ
る
、

鶴
見
橋
也の の

、
（
〻
）こ
の
所

〻
〻
〻
よ
ね
ま
ん
ち
う
名
物
也な な
り、
生
麦
村
を
終
て
、
金
川
ち

か
く
な
り
て
、
あ
や
し
け
な
る
寺
あ
り
、
帰
国
山
観
福
寺
と
い
ふ
、
浦
嶋
太子 子

郎〻
か
作
し
寺
と
い
ふ
、
帰
国
之
号
ハ
、
龍
宮
よ
り
日
本
へ
帰
り
た
れ
は

か
く
い
ふ
と
そ
、
観
福
と
は
、
龍
宮
に
て
福
を
見
る
ゆ
へ
と
か
や
、
け古 古
ハ
日
本
紀
に
も

に
か
様

〻
〻
〻

の見 見
へ
て
、あ
や
し
き
事
な
か
ら
ふ
る
く
よ
り
い
ひ
伝
へ
し
事
な
り
、そ
か
法

事
あ
り
し
に
や

〻

〻

〻

〻

〻

〻

、（〻）
浦
嶋
法

〻

〻

〻

名
を
浦
嶋
院
蓮
西
正
復
大
居
士
と
云と
そ
、こ
れ
ハ

天後
人
の
偽
造
せ
し
に
て
、咲
ふ
へ
き
事
な
り
。

長
二
年
よ
り
正
徳
三
年
迄ハ
八
百
年
余
に
及
と
か
や、 、寺
、
（
〻
）前
を
通
り
て

金
川
駅
とに に
至
るす〻
、
本
陣
鈴
木
源
太
左
衛
門か
家
に
て
小
休
也す す

、
庭
よ
り
海
上
上房 房

下〻

総
の
山
見
ゆ
、
右
金に に

本
牧
見
ゆ
、
絶
景
也な な
り、
こ
の
所
よ
り
駕
に
て
行
き
、
間
も

な
く
程
ヶ
谷
駅
とに に
いな〻
る
、
此
所の
本
陣
刈
部
清
兵
衛
此に に

所
に
〻
〻
宿
す

八
時
半
　

二
寸
五
歩
、
江
戸
よ
り
此
駅
ニ
至
る
、
凡
八
里
八
町な
りと
そ

　
　
　
　
晦
日

七
半
時
之
供
揃
ニ
て

〻
〻
〻
〻
〻
発
程
し
て
、
あほ ほ
とい
た
〻
〻
な
く
武
州
と
相
州
之
境
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あな な

り
、
此
所
は
夜
の
内
と
を
り
し
故何
の
あ
や
め
も

分
ら
す
、
矢
（
谷
）宿

と
信
（
品
）濃

坂
と
の

間
ニ
て
挑松 松
の
火
引
す
て

灯
引
〻
〻
、
こ
の
あ
た
り
に
て
不
二
山
い
さ
ゝ
か
見
ゆ
、
戸
塚
宿
に

小〻
休
すら ら
ふ、
本
陣
ハ
沢
辺
九
郎
右
衛
門
也と と
い
ふ、
こ
ゝ
を
立
て
藤
沢
駅
と
な
る
、

こ
の
所
に

〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）清
浄
光
寺
と
て
、
一
遍
と
云
僧
の
開
基
也な な
り俗
遊
行
寺

と
云
　

、
此

寺
よ
り
使
僧
あ
り
、
供
頭
披申 申
ハ露
す
〻
〻
、
こ
の
寺
に
色さ さ
ま
〳
〵
の

々〻
宝
物
あ
り
と
云
、

本
陣
蒔
田
源
左
衛
門
に
小〻
休
すふ ふ

、
こ
ゝ
を
立
て
、
駕
廻
り
桑
山
泰
貫

26)
に

彦
助
　

小
姓
役
申
付
て
、
道
よ
き
所
を
考
へ
よ
歩
行
せ
ん
と
て
歩下 下
り行
し
〻
〻
ぬ
、
所
の
名
を

き
け
ハ
、
四
ッ
谷
之
邑
と
村い い

人
答
〻
〻
ふ
、
又
右
に
白
旗
明
神
の
社
あ
り
、
駅
路

記
に
詳
也な な
り、
間
も
な
く
南
郷
村
松
屋
之
舎
に
小至 至
る休
す
〻
〻
清
左

衛
門
、
こ
れ
迄
歩

〻
〻
〻
〻

行〻
、
（
〻
）又
こ
ゝ
を
歩
行
ニ
て
立
ち
し

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）右〻
大な
る鳥
井
有
てり り

、
鶴
峯
山
と
書

た
る
額
あ
り
、
八
幡
の
社神 神
を
い
つ
き
祭
る
と
か

の
有
と
か
や

〻

〻

〻

〻

〻

、
や
か
て
馬
入
川
とに に
及
ふな
り
〻

〻

、
政
昭
出

迎
ふ
事
如〻
前
、
（
〻
）云の の

如
し平
水
よに

て

り
〻
〻

一
尺
程
高
し
とい
ふ、
平
塚
宿の の
駅
を通
り
ぬこ こ
すけ〻
、
伊

達
宗
孝
和
泉

守
27)
之宿 宿
れ
り泊
也
〻
〻
、
又
こ
ゝ
を
行
は
花
水
橋
な
り
、
此
所
ハ
鎌
倉
之

時代 代
に分〻
ハ
は
ん
く
わ
の
地
也な な
り
、当、

（
〻
）今
江
戸
の
両
国
橋
の
様
な
ら
んか
と
思
ハ
る

、
鎌
倉
家

の
衰
微
は
北
條
之氏 氏
外
姻
を
も
て
権
を
専
ら
に
せ
し
よ
り
起
れ
り

執〻
権
あ
し
か
り
け
れ
ハ
な
り

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
奸
人
を
用
ひ
て

国
の〻
乱
るを を
引
出
す
事

ゝ〻
、
恐
る
へ
き
事な な
り也〻
、
殷
監
と
も
云
つ
へ
し
、
無
程
〻
〻
大
磯
之に に
て昼〻

休
に
つ
く

〻
〻
〻
〻
、
本
陣
小
嶋
才
三
郎
也の の
家
に
昼
休
す

、
此
所
へ
菅
沼
真
次
平
兵

衛
28)
到来 来
る着〻
す〻
、

真
次
、
留
守
の
警
衛
の
た
め
に
下
り
し
、
予
か
出
立
前
に
江
府
に江〻
つ
く

へ
き
を
、大
井
・
酒
匂
の
川
等々々水
か
さ
ま
さ
り
て
日
を
経
し
ゆ
へ
、

と
ま
り
て
余
儀
な
く

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
お
く
れ
し
な
り
、此
所
に
て

〻
〻
〻
〻

目
見
さ
す

〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）小
宮
山
清
慎
周蔵

29)　
の
老
父
、
長
病
重
り
た
りる る

と
告
た
る

〻
〻
〻
〻
由
、

清己 己
か
病
を
申
て
退

慎
腹
痛
の
よ
し
云
て
引

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
く
、
此
所
を
立
て
左
に
鴫
立
沢
あ

り
、
前
に
小
さ
き
池
あ
り
、
こ
れ
昔
の
鴫
立
沢
と
云
伝
ふ
、
こ
ゝ
に

〻
〻
〻

小
橋
あを を

り〻
、
（
〻
）渡
り
て
小
さ
き
木
戸
〻
〻
門
あ
り
、
内
へ
入
れ
は
左
に
と
ら
の

像
あ
り
、
前
に
西
行
の
像
も
あ
り
、
こ
れ
は
僧
文
覚
か
作
し
と
そ
、

こや や
か
ての
所
を
過
て

〻
〻
〻
〻
〻
松
原
に
か
ゝ
る
、
乗〻
馬
しに に
乗て
行〻
、
一
里
程
行
は
雨

少い い
さ
ゝ
か
つ
ゝ
〻
〻
降
、
皆い い
つ
人
々
の

す
ゝ
め
しに に
よ
りゆ
へ
〻
〻
、
（
〻
）駕
上に に
か
へ
、
に
て
〻
〻
梅
沢
村
に
至
る
、
大
友
屋

半
四
郎
の
所家 家
にに
小
〻
〻
休
すら ら
ふ、
に
ハ
か
に
暴
雨
大
雷
す
、
天
方
友
益
・

渋
谷
宣
清
両
人
参
り
て
安
否
を
伺
ふ
て
、
暫
く伴
話
を〻
す
、
予
の

性
、
雷
を
嫌
ふ
て
甚
畏
縮
しす す

ぬ〻
、
近
藤
信
敏

30)
・
栃
屋
高
英

31)
・
上
月

景
㤗

32)
等
に
諫
ら
れ
ぬ〻
、
実
に
残か か
ひ
な
き
事
と
お
も
ふ

念
な
る
こ
と
也

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
昔
後
光
明
帝

は
雷
を
忌き き
ら
ハま〻
せ
給
ひ
し
か
、
或
時
、
雷
鳴
け
れ
は
紫
宸
殿
の
階
上

に
御〻
一
人
立
せ
給
ひ
け
り
、
か
ゝ
る
事
度
々
な
り
け
れ
は
、芳
後
に
ハ
忌き き
ら
ハま〻
せ

給
ふ
事
な
か
り
き
と
云
伝
ふ
、
予
も
ふ
ん
は
つ
し
て
、
今そ そ

の
聖
蹤
に
倣
ハ
ん
と
思
ふ

よ〻〻
り
ハ
雷
を
厭

〻
〻
〻
〻
〻

ハ
し
と
思
ふ

〻
〻
〻
〻
〻
な
り
、
追し し
は
し
ゝ
て

々〻
晴
る
ゝ
ゆ
へ
こ
のこ こ

小
休
〻
〻
を
た
ち
て
ゆ
け
は
、
酒

匂
川
と
な
る
、
こ
の
川
輦
台
ニ
て
越
す
、
政
昭
出
迎
ふ
事
例
の
如

し
、
平
水
よ
り
は
一
尺
程
高
し
と
そ
、
予
こ
し
た
て
惣
勢
も
越
す
、
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ま
た
松
原
を
行
け
は
国
府
津
な
り
、
こ
ゝ
ニ
て
は
植挿 挿
秧付〻
も
すハ ハ
てミ〻
た
り
、

こ
の
所
に
て

〻
〻
〻
〻
〻
二
條
在戍 戍
衛番〻
井
上
正
健
遠
江

守
33)
ニ
行
合
ぬ
、
こや や
か
てゝ
を
過
れ
は

〻
〻
〻
〻
〻

小
田
原
駅
な
り
、
こ
ゝ
は

〻
〻
〻
大
久
保
忠
愨
加
賀

守
34)
之か か

城
下
也な な
り、
脇
本
陣

清
水
金
左
衛
門
之か か

舎
泊に に
や
とる
、
い例 例

つ
も
〻
〻
ハ
久
保
田
甚
四
郎
之
家
にな な
れ
とと
ま
〻
〻

れ
と
も

〻
〻
〻
、
松
平
慶
親
君

35)

の
と
ま
りら ら
せ
給
ふ
ゆ
へ
、
こ
の
家
に
とか か
へ
た
り
、酉

ま
る
〻
〻
、
（
〻
）切
六
〻
〻
時
へ〻

壱
寸
五
歩

〻
〻
〻
〻
前
、
（
〻
）食な

な
り
、飯
な
と
は
て
ゝ

な
と
喰
ひ
て

〻
〻
〻
〻
〻
、
間も
な
く
寝臥 臥
し
た
り
所
に
い
る

〻
〻
〻
〻
、
当
時
の
諸

侯
参
勤
往の の
道
す
か
ら

来
す
と
い
へ
と
も

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
何
一
ツ
不
自
由
な
る
こ
と
な
き
ハ
、
治
世

の
有御 御
恵
に
て
か
た
き

〻

〻

〻

そ
の
か
ミ

東
照
宮
ニ豊 豊
臣
太
閤
と
ゝ
も
に

は
此
〻
〻
小
田
原
の〻
御城
を征

伐あ
り
し
頃
を
思
ひ
出
る
に

小
田
原
城
主

北
條
氏
直
也
、
御
旅
中
の
御
不
自

由
敵
国
の
御
気心 心
く
ハ
り
い
か
に
お
ハ
し
け
ん
か
と
恐
察
し
奉
る

つ
か
ひ
思
ひ
や
り
奉
る

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
今
予
か
道
中
な
と

〻

〻

〻

〻

心
を

安
し
居
る
に
つ
け
て
も
、
宗
祖
之
御
恩
沢
を片
時
もわす
ると

も
か
ら
、長
途
に

へ
か
ら
す〻
、

程
ヶ
谷
駅
ゟ
此
駅
ま
て
、
凡
十
二
里
半
と
な
ん
　
　
　
　
　

さ
る
に
そ

　
　
　
　
五
月
朔
日

小
田
原
を
六
時
二
寸
五
歩

〻
〻
〻
〻
に
発
途
し
、
そ
れ
ゟ
風
祭
り
・
入
生
田
を
経
て
、

山
崎
と
云
所
に
金
湯
山
早
雲
寺
と
云
寺
あ
り
、
北
條
早
雲入
道

の
開
基
に
て
、
人
皇
百
六
代
後
奈
良
院
の
勅
願
寺
也な な
り、
早
雲

よ以 以
来り
の
〻
〻
三
代
之
廟
所
あ
り
、
門
前
に
下
馬
札
あ
り
、
又〻
こ
ゝ
を

経
て
ゆ
け
は
湯
本
也
、
右に
放
光
堂
と
書
る
額
あ
り
、
間
な
く

〻
〻
〻
伊
豆

屋
定
右
衛
門
なの の

る〻
舎
に
小〻
休
すふ ふ

、
湯
本
細
工
と
て
、
無
益
の
玩
器

を
うひ ひ
さ
く
、
る〻
、
（
〻
）又〻
こ
ゝ
をよ よ
り立
て
よ
り

〻
〻
〻
〻
歩
行
に
て
ゆ
け
は
、
曽
我
五
郎
鑓

た
め
し
の
石
と
て
往道 道

還〻
の
傍
に
あ
り
、
真
偽
を
尋
ね
す
し
て
五
郎

か
志
を
見
る
へ
し
、
又
ゆ
け
は

〻
〻
〻
〻
須
雲
川
と
い
ふ
所
ニ
参至 至
り
て
見
れ
ハ

り
た
る
に

〻
〻
〻
〻
、
向
ふ

の
山
にの の

右
の
方
に
小
滝
あ
り
、
名
を
忍
ひ
か
滝
と
云
、
其
よ
し
ハ
、
山
の

半
腹
よ
り
落
て
又
半
腹
に
入
と
云
よ
り
し
て
名
つ
く
る
と
そ
、
こ
れ
よ
り

〻
〻
〻
〻

行
け
は
畑
な
り

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）小
休
は

〻
〻
〻
茗
荷
屋
畑
右
衛
門
なか か
家
に
休
ふ
、こ
ゝ

り〻
、
（
〻
）此
所
〻
〻
に
も
又
無
益

なの の

る〻
玩
物
あ
り
、
珍
玩
奇
巧
の
喪
国
斧
斤
珠
玉
金
繍
実
迷
心

之
鴆
毒
を
伝
に
も
見
へ
侍
る
、
是
は
其
類
ま
て
に
ハ
あ
ら
ね
と益
な
き
も
の
な
り

、
此
畑
へ

到
着り り
し之
時
〻
〻
に
小
児
の
書
を
読
て
居
た
り
き
、
聖
人
の
御〻
辞
に
蛮
狛
（
貊
）

の
国
と
い
へ
と
も
忠
信
篤
敬
な
ら
て
は
行
ハ
れ
し
と
述
給
へ
り
、
か
ゝ
る

山
中
に
て
も
太
平
の
余
沢
あ
ま
ね
く及
ひて
書
を
読
こ
と
を
知
り
ぬ
る

こ
そ
、
い
と
や
さ
し
、
（
〻
）こけ

け
れ
、
ゝ
を
立
て
ゆ
け
は

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
権
現あな

か
ち坂
とを を
こ
ゆな
る
〻
〻
、
右
に
二
子
山

見
ゆ
、
魔
所
と
て
登
ら
ぬ
事
と
申い い
ひ伝
ふ
れ
と
、
そ〻
〻
〻れ〻
に

〻

上

〻

り
て放
眺
望〻

す
れ
は
小
田
原
の
城
を
眼
下
に
見
く
た
す
故
、
要
害
の
為
か
く
申

せ
し
な
る
へ
し
、
決
し
て

〻
〻
〻
魔
所
と
い
ふ
ハ
偽里 里
俗
の
妄
伝
な
り

り
な
ら
ん

〻
〻
〻
〻
、
こ
れ
ゟ
箱
根
権
現の

鳥
井
あ
り
、
上
坂
広
満
藤
大
夫

供
頭
36)
云
、
本
道
よを を
ゆ
か
せ
た
ま
ハ
ん
か
、又

り
御
出
可
被
成
哉

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
こ
れの の
間
道よ
り

御〻
出
なさ さ
せ
た
ま
ハ
ん
か
と
い
ふ

さ
る
へ
く
や

〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）こ
れ
よ
り
御
い
り
な
さ
れ
候
は
脇
道
に
て
近
く

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
本
道
ハ

〻
〻
〻
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遠
く
御
座
候

〻
〻
〻
〻
〻
本
道
よを を
ゆ
くり
参
る

〻
〻
〻
に
し
く
ハ
な
し
と
い
へ
と
も
、
供
奉
の
面者 者
共
も々〻

の〻
疲
労
もせ せ
し
様
な
案
す
〻
〻
れ
ハ
、
不心 心
な
ら
す
本
意
な
か
ら

〻
〻
〻
〻
〻
、
こ
れ
ゟ
行
ん
と
こて て

れ
ゟ
〻
〻
歩
行に
て

し〻
鳥
井
を
入
れ
は
、
小
童
五
六
人
出
き
て
し
きをも
てり
に
案
内
せ
ん
と

申い い
ふす〻
、
侍
臣
に
尋
れ
は
、
すか か
れ
らき
ハ
ひ
に

〻
〻
〻
〻
案
内
し〻〻
て〻
い
さ
ゝ
か
の
ち
ん
銭
を

と得 得
て
す
き
ハ
ひ
に
す
と
い
へ
り

る
と
云

〻
〻
〻
、
左
に
湖
水
見
ゆ
、
元
箱
根
を
経
て
ゆ
け
は
、
又
松
原
とあ あ
りな
る
〻
〻
、

鳥
井
有
、
（
〻
）又て

て

行
け
は

〻
〻
〻
曽
我
社
あな な

り
、
左
に
別
当
金
剛
王
院
と
云
あハ ハ

り〻
、

大
き
な
る
構
な
り
、
石
段
を
上
れ
は
門
あ
り
、
堂
中
に
入
れ
は
絵
馬
多

く
か
け
た
り
、
内
陣
に
入
て
拝
す
、
こ
の
権
現
は
中
彦
火
々
出
見
尊
、
右

木
花
之
佐
久
夜
姫
、
左
瓊
々
杵
尊
な
り
、
人む む
か
し皇
四
十
六
代

〻
〻
〻
〻
〻
孝
謙
天
皇

の
時御 御
宇、
天
平
宝
字
年
中
の
造
営
に
て
社
領
二
百
石
と
そ
、
宝
物
ハ

取見 見
るに
た
ら
す
中
に
も
五
郎
十
郎
か
刀
あ
り
、
赤
木
の
短
刀
あ
り
、
今
二
人

の
復
讐

事
を
思
ふ
に
、
凛
々
と
し
て千
載
の
下
ま
て

生
気
あ
り
と
も
い
ふ
へ
し

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
又
わ
か
家
の

二
代
西
岸
公
忠
直
君

と
い
ふ
の
寄
附
なせ せ
ら
れ
し
さ
れ
た
る

〻
〻
〻
〻
大
刀
存
す
、
長
さ
三
尺
余

に
て
、
こ装 装
飾し
ら
へ

〻
〻
〻
頗
る
結う う
る
ハ
し
構
也
〻
〻
、
余
ハ
宝
物
記
に
委
し
、
又
こ
ゝ
を
出
て

〻
〻
〻
〻
〻
〻
曽

我
堂
に
参至 至

る
、
則
両
人
の
霊
を
祭
るれ れ

な〻
り
、
石
階
を
下
る
、
古
釜
あ
り
、

頼源 源
右
幕
下
朝〻
不
二
の
牧
狩
の
時
用
ら
れ
し
釜な
りと
云
、
其
銘
を
鼻帖 帖

紙
37)

に
す
ら
せ

ぬ
、
又
湖
水
の
傍
を
行に
、
松
波
正
誠
弥
次

郎
38)
云
、
六
月（
マ
マ
）日
に
湖
水
を
船

に
て
膳
を
進
る
こ
と
あ
り
と
そ
、
こ
れ
ゟ
さ
い
の
か
ハ
ら
の
側
を
通
る
、釈
迦
及
僧
日

蓮
及坊〻〻

主〻
、
（
〻
）釈
迦
〻
〻
の
像
な
と
を
刻
ミ
て
坊僧 僧
徒主〻
念
仏
し
、
鐘
を
た
ゝ
く
、

そ
れ
よ
り
関
所を を

な
り
〻
〻
大
久
保
加
賀
守
預
り

の
関
所
、
厳
重
也

、
（
〻
）過
て
箱
根
の
本
陣
也〻
、
天
野

平
左
衛
門
と
云に
昼の
休
ら
ひ
す
、こ
の
と
き

遣
す
み
て

〻

〻

〻

〻

、（〻）
国封封地
許〻
の
飛〻
脚力
つ
き
ぬ
、
此
駅
へ

立
寄
て
用
事と
も承
り
、
江
戸
表
へ
ゆ
く
つな な

れ
ハも
り
也

〻
〻
〻
、
す
な
ハ
ち

一
位
君
并
母
氏
へ
も
直
書
出
し
ぬ
、
清
慎
の
父
常
春
、
物
故
し
ぬ
れ
ハ
、

其
定
り
の
服
忌
か
け
ぬ
へ
く
と
な
ん
〻
〻
、
（
〻
）前
波
幸
信

39)
申
出
ぬ
、
こ
ゝ
を

た
ち
て
、
箱
根
宿
離
れ
て
あ
る
き
て

〻
〻
〻
〻
行
け
は
、
伊
豆
相
模
の
境

な
り
、
山
中
宗
閑
寺
に
小〻
休
すふ ふ

、
こ
れ
ま
て
歩
行
す
、
当
寺
ハ
浄

土
宗
也な な
り、
程
々
の
贈
り
〻
〻
物
すさ さ
ゝ
く
、寺
、
（
〻
）内
に
入て
左
之
方
に
一
柳
監
物
のか か

廟
あ
り
、か
れ
小
田
原
の
役
に

こ
の
所
に
て
討
死
せ
し
人な な
り也〻
、
駕
に
て
行
、
下〻
坂
なを を
下
るり〻
、

右
に
富
士
山
見
ゆ
、
間
な
く
笹
原
見
晴
屋
吉
左
衛
門か
家に
小〻
休
すふ ふ

、

又
か
と
屋
と
も
云
、
こ
の
家
よ
り
豆
州
の
山
見
ゆ
、
け
し
き
よ
きけ け
れ
ハ所
ゆ
へ

〻
〻
〻
、

ミ
は
る
屋
と
云
と
そ
、
こ
の
笹
原
村
の
右
に
石
塔
あ
り
、
一
柳
氏
の
廟

所
に
て
一
柳
庵
と
云
と
そ
、
こ
れ
よ
り
駕
に
て
三
島
駅
に
い
た
る
、
右
に

三
嶋
明
神の
祠あ
り
、
本
陣
世
古
六
大
夫
にか か
宅
に館
し
ぬ
、
切酉 酉
牌六
時
の
過

〻
〻
〻
〻

な
り
、
小
田
原
よ
り
此
駅
に
い
た
る
道
程
、
凡
八
里
ニ
及
ふ
と
そ

　
　
　
　
二
日

三
六
時

嶋
駅
六
時
〻
〻
発
駕
し
ぬ〻
、
豆
州〻
駿
州〻
之
境
に
千
貫
樋
と
云
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所
あ
り
て、 、昔
、
（
〻
）伊
豆
の
水
を
駿
州〻
江へ
と
る
と
て
、
昔〻
銭
千
貫
を
以て
料
に

せ
りし し
ゆ
へ
名
つ
け
し
と
そ

と
そ
〻
〻
、
（
〻
）紀
行
之
書
に
委
し
き
よ
し

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）予
い
ま
た
し
ら
す

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
加
賀
成

昂
九
郎
　
　

右
衛
門
40)　

の
言
に
依て て
そ
の
よ
し

て〻
初
て
し
るれ れ
り
、故〻
、
（
〻
）こ
ゝ
に
記
す

〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）又〻
右
に
不
二
山
見
ゆ

沼
津
の
城
下
を
す
く
、
領
主
ハ
水
野
忠
武
出
羽

守
41)
也な な
り、
城
下
ゆ
へ
駕

に
て
ゆ
く
、
本
陣
間
宮
喜
右
衛
門
に
小〻
休
すふ ふ

、
城
下
はを を
こ
えな
れ
〻
〻
て
歩
行

す
、
柏
原
立
円
寺
俗
に
七
　

面
堂
と
そ
に
小〻
休
すふ ふ
、そ
か、

（
〻
）庭
よ
り
富
士
峯
・
浮
嶋
か
原

を
望
む
、
絶
景
也な な
り
、、

（
〻
）駕
に
て
た
ち
て

〻
〻
〻
〻
〻
〻
元
吉
原
を
経過 過

る
、
此
間
暫し し
は
し時
之
〻
〻

所
に
〻
〻
富
士
を
左
に
見
る
所
あ
り
、
吉
原
宿駅 駅

に
て
昼
遣の の
餉
開
く
す〻
、
本
陣
神
尾

六
左
衛
門
と
云
、
庭
上
ゟ
見
れ
ハ
富
士
を
正
面
に
見
る
、
或
ハ
く
も
り

或
ハ
晴
て
全
く
ハ
見
へ
す
、
こ
ゝ
を
駕
に
て

〻
〻
〻
出
た
つち ち

、
酒
井
忠
学
雅
楽
頭

姫
路
42)
・

柳
沢
保
興
甲
斐
守
43)　

　

に
出
合
ひ
、
時か か
た
ミ
に
あ
し
ら
ひ
て
過

宜〻
合〻
い〻
た
し
〻
〻
ぬ
、
不
二
川
に
到
る
、
政
昭

例
の
如
しく く
有
て云〻
、
平
水
よ
り
三
尺
た
ら
す
高
き
よ
しい
ふ、
此
川
ハ
急
流
にな な
れ
ハ

し
て
〻
〻
、
船
ふハ ハ
たち〻
高
く
ひ
ハ
〳
〵
と
し
た
る
船の
製
様なり
、
上
下
一
同
に
無つ つ
ゝ
か
な
く

難
に
〻
〻

越
打

立し し

ぬ〻
、
岩
淵
村
斎
藤
縫
殿
左
衛
門
に
小〻
休
すふ ふ
、、

（
〻
）こ
の
〻
〻
庭
中
ゟ
富

士
峯
向
ふ
に
見
ゆ
、
こ
ゝ
を
立
出
つ

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）此
辺
数
多
幟
あ
り
、
此
村
に
く
り
の

こ
も
ち
売ひ ひ
さ
くる〻
、
名
産
也
、
栗
の
こ
を
臼
に
て
ひ
く
、
童
女
五
六
人
打
寄

て
哥
を
う
た
ふ
、
歌
の
詞
わ
き
ま
ふ
へ
か
ら
すと
い
へ
と
も

、
昔
も
ろ
こ
し姫
周
の
時
、
国
々

の
流
行
哥
を
献
せ
し
め
、
其
国
々
の
風
俗
の
善
悪
を
見
し給 給
ひ
しと
そ
、

今
伝
る
所
の
毛
詩
是
な
る
よ
し
、
今
此
歌
の
詞
わ
き
ま
へ
得
さ
れ

は風
の正
風〻
変
れい い
か
ゝ
あ
ら
ん
か

も〻
し
り
か
た
し
、
友
益
・
宣
清
云
、
こ
の
所
、
以
前
は

街
道の
向
ひ
な
り
し
、
今
こ
ゝ
に
附
替
し〻
た
り
と
そ
、申
牌蒲
原
へに に

七
時
〻
〻

二
寸
五
歩
ニ

〻
〻
〻
〻
〻
つ
き
ぬ
、
三
嶋
よ
り
此
駅
ニ
至
る
、
凡
九
里
ニ
及ふ
と
そ

　
　
　
　
三
日

蒲
原
初
原

と
も
を
六
時
に
駕発 発
しに
て
立
て

〻
〻
〻
〻
、
町
屋
原
と
云
所
に
て
松
平

定
穀
隠
岐
守
、
　

伊
予
松
山
44)　
に
出
合
ぬ
、
西
倉
沢
川
嶋
勘
兵
衛か
家に
小〻
休
すふ ふ

、
此
所

之
景
色
よ
ろ
し
きけ け

な〻
れ
と
も
、
富
士
く
も
り
て
見
へ
さ
れ
ハ
や
み
ぬ
、

歩
行
しに に

て
磐
城
山
に
か
ゝ
る
一
名
、
薩
埵

嶺
と
云

、
薩
埵
嶺
之
説
は
、

臣
家

成
昂
か
文
あ
れ
は
是
に
譲
り
ぬ
、
磐
城
山
を
越
て
興
津
川
、

水
多
け
れ
ハ
輦
台
に
て
越渡 渡
るす〻
、
け
ふ
は
水
少
な
し
、
所土 土
地の
奔
走

と
し
て
、
か
り
橋
か
け
た
り
、
興
津
宿駅 駅

を
過
て
右
之
方
巨
鰲
山
求

王
院
清
見
寺
な
り
、
此
寺
ハ名
た
か
き
旧
寺
也
、
こ
ゝ
へ

〻
〻
〻
た
ち
よ
り
て
見
ん

と
て
、
裏
門
よ
り
玄
関
へ
か
ゝ
り
、
座
敷
へ
通
れ
ハ
、
又
向
ふ
に
ハ
な
れ
座た た
る
亭敷〻

あ
り
、
　
　
大
神
君
の
真
筆
、
豊
秀臣 臣
太
閤吉〻
君
の
書
状
、足
利尊

氏
筆卿 卿

の
観世
音
等
あ
り
、
其
外
霊
宝
数〻
品
之あ
る内
に
、
珍

し
き
ハ
、
平
相
国
清
盛
の
仏
龕
の
扉
を
、
楠
氏〻
正
成

見
台
に
い
た
さ
れ
しを
、
武
田か
家
に
持
伝
へ
て
宝
器
なと と
せ
しり
し
〻
〻
か
、
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晴
信
信
玄
此
寺
に
寄
附
せ
ら
る
なゝ
りと
そ
、
見
おは は
てハゝ
り
て

〻
〻
〻
、
住
侍僧 僧

案
内

し
行く
、
な
け
し
に
突
棒
・
さ
す
股
等
の設 設
置物
掛
あ
り

〻
〻
〻
〻
し
を
尋
ぬ

れ
は
、
む
か
し
此
所
に
関
所
あ
りを

存
せ
し
な
り
と
い
ひ
こ
た
ふ

し〻
所
謂
清
見
か
関

古
名
勝

〻
〻
〻
也
　

、
其
あ
と
当今 今

寺
と

ハ〻
な
り
ぬた た
れ
ハ
、む
か
し

、
（
〻
）こ
の
時
分

〻
〻
〻
〻
の
道
具
也
と
申
伝

〻
〻
〻
〻
ふ〻〻〻
と
云
へ
り

〻
〻
〻
〻
、
又
廊
下
尓に に

か
ゝ
れ
は

〻
〻
〻
〻
麁あ あ
や
し
き
末
な
る

〻
〻
〻
輿
一
つ
あ
り
、
　
　
こ
れ
ハ
神
君
当
山
の

再
興
大
輝
長
老
の
法
問
を
御〻
聞
被し し
め
せ
し
時

遊
候
節

〻
〻
〻
、
疾
風
暴
雨

し
け
れ
ハ
、
上
意
に

〻
〻
〻
、
（
〻
）今
日
之ハ ハ

帰
寺
難
儀
た
る
へ
し
、
駕
に
て
帰
る
へ
し
と

あ仰 仰

り〻
て
、
此
御〻
駕を
下
さ
れ
て、 、そ
れ
に
駕
し
て

帰
寺
せ
し
と
そ
制
輿
の
如
く
に
て
左
右
に
窓
あ
り
、

前
片
扉
也
、
色
し
ゆ
ん
け
い
な
り

其
後
に
宰
臣
定
信
寺
僧
に
命
し
、

、
此
御
駕
麁
末
に
取
　
　
　
　
　
　
　

あ
つ
か
ふ
へ
か
ら
すと
て
、
い
よ
〳
〵
大
切
に
い
た
す
と
云
、
拝
見
終
て
本
堂
の
前
に
い
た
れ
は

大
な
る
額
を
懸
た
り
、
永
世
孝
享
の
四
字
を
戴
た
り
、
尋
ぬ
る

〻
〻
〻

に〻
、
（
〻
）琉
球
之
世
子
東
都
に
来
聘
の
時
、
道
中
に
て
卒
す
、
此

寺
に
葬
り
し
、
今
に
山
上
に
其
墓
所
あ
り
と
そ
、
其
後
寛
政
年
中

年
忌
に
当
り
し
故
、
琉
人
出
て
吊
し
、
こ
の
額
を
認か か
き
し
と
そ

め
た
り

〻
〻
〻
、
今

に
江
戸
江
来
聘
しの の

ての
、
（
〻
）帰
途
、
蒲
原
駅
に
て
祭
文
を
認か か
きめ〻
、
当
寺

へ
捧
くる
と
そ
、
本
堂
の
わ
き
に
尊
氏将
軍の
像
あ
り
、
高
武
蔵
守
師
直か

寄
進
也
と
そ
、
そこ こ
れ
を
見
る
に

の〻
眼
中
甚
すす す
ゝる〻
と
し
、
又
本
堂
金の
位
牌
あ
り
、

こ
れ
石
田
三
成
を
召
捕
し
田
中
伝
左
衛
門
之
位
牌
也な な
り、
伝
左
衛
門

其
父
母
と
一
所
に
並
へ
の
せ
た
り
、
裏
に
銘
文
あ
り
、
初
めを
忘
れ
た
り
、

末
に
為
仕
官
住
二
越
前
国
一
矣
と
あ
り
、
予
の
臣
下
に
あ
る
田
中
伝

左
衛
門
か
家
也
、
誠
に
う奇 奇
異
の
事
な
り

れ
し
く
も
存
す
る
也

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
玄
関
ゟの の

下
れ
ハ

〻
〻
〻
前
に

鐘
楼
あ
り
、
上
り
て
見
れ
は
古
鐘
也

〻
〻
〻
、
銘
正
和
年
中間 間
に
鋳
せ
し
古
鐘
な
り
、

之
由
〻
〻
、
（
〻
）こ
ゝ
を

〻
〻
〻

下
り
て

〻
〻
〻
此
所
よ
り
雨
ふ
り
出
すれ れ
ハ、
駕
上〻
に
而
江
尻
に
到
る
、
本
陣
寺
尾

与
右
衛
門
小に に

休
すふ ふ

、
こ
れ
ゟ

〻
〻
〻
ひ
ら
か
い
ち
村
を
過
て
小
吉
田
村
稲
葉
屋

源
右
衛
門か
舎に
小〻
休
すふ ふ
す
し

名
物
、
又一 一
里
ハ
か
り
に
て

こ
ゝ
を
駕
に
て
出
立

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）府
中
に
到
る
、
此
間
〻
〻

一
里
也

〻
〻
〻
、
む
か
し
今
川
家
代
々
の
居
城
也
、
今
川
家
滅
ひ
て
後
、
天
正

十
四
年
　
　
神
君
浜
松
ゟ
当
城
に
移
ら
せ
給給 給
ひふ〻
、
（
〻
）こ
の
御
城
は

〻
〻
〻
〻
〻

神
君
薨
御
しの の

給
ふ
て

〻
〻
〻
後
、
大（二
代
将
軍
秀
忠
三
男
）

納
言
忠
長
卿
へ
進
せ
ら
る
、卿
御
自
盡
の
後

御
番
城
と
な
るり り
しと
そ
、
弥〻
勤（
（
勒
）茶
屋
之
内

〻
〻
〻
〻
亀
屋
万
助
之
舎
に
小〻
休
すふ ふ

、

此
所
に
も
玩
器
を
あ
き
な
ふ
、
こ
ゝ
に
奇
器
あ
り

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）富
士
の
形
なせ せ
しる〻
石
あ
り
、

阿
部
川
原
よ
り
出
る
と
云
〻
〻
、
（
〻
）名
つ
けて
富
士
石
と
云
と
そ
、
同
もし し

玩
器
なな な
れり〻
と

い
へ
と
も

〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）湯
本
細
工
ハ
猶
用
に
立
事
も
有
へ
し
、
富
士
石
ハ
こ
と
に
無
益

の
も
の
也な な
り、
是
よ
り
阿
部
川
あな な

り
、
水
主
頭
政
昭
出
向
ふひ ひ

こ
と
〻
〻
如
例
、
川

水
三
尺
ほ
と
高
し
と
申い い
ふす〻
、
上
下
と
も
無
滞打
わ
た
し
ぬ〻
、
（
〻
）こ
の
川
を
こ
し
て

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻

手
越
村
迄
歩
行
す
、
間
も
な
く
丸
子
な
り
、
此土 土
地
の所〻
名
物
と
ろ
ゝ
汁を

あ
き
な
ふ
、
ま直 直
路つ
す
く

〻
〻
〻
に
行
ハ
柴
屋
寺
と
い
へ
る
廃
寺
な
り
、
左
へに に
折
れゆ
け
〻
〻
は

街
道
也
、
柴
屋
寺
ハ
宗
長
と
い
へ
る
俳連 連
歌
に
名
を
得
し
者
の

人
の
〻
〻
古
跡
と
云
取
に
た
ら
す

〻
〻
〻
〻
〻
、
山
を
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兎
吐
ヵ
月
峯
と
云
と
そ
、
是
を
過
て

〻

〻

〻

〻

宇
都
の
谷ににか

ゝ
る
土
人
名
産
と
て
、

坂〻
と〻〻
〻な〻い
い
へ
るり〻

、
（
〻
）
此
所
に
て

〻

〻

〻

〻

十
団
子

と
い
へ
る
うを を
ひ
さ
け
り

れ
り
〻
〻
、
疱
瘡
の
ま
し
な
い
なに に

な
る
とり
と
〻
〻
云
、
（
〻
）此り

り
、

所
の
〻
〻
石
川
忠
左
衛
門

にか か
家
に小〻
休
すふ ふ
、そ
の
蔵
に

、
（
〻
）こ
ゝ
に
大
切
な
る
岩
あ
り

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）豊
太
閤
之
羽
織
・

神
君
之
御
茶
碗
あ
り
、
昨
年
拝
見ミ ミ
た
れ
ハ
、再
度
こ
ひ
て
み
す

し
た
る
ゆ
へ

〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）ミ
す
〻
〻
、
こ
ゝ
を
立
て

岡
部
駅
也な な
り、
本
陣
増
田
与
三
郎
に
館
す
七
時
半
　

二
寸
五
分
、
蒲
原
駅
よ
り

此
ニ
到る
、
十
一
里
十
町
ニ
及
と
そ

　
　
　
　
四
日

六
時
の
供
揃
に
て

〻
〻
〻
〻
〻
出
た
つ
す〻
、
藤
枝
宿
に
到
る
、
左
之
方
田
中
城
主

本
多
正
寛
豊
前
　

守
也
45)　
な
り
、
こ
ゝ
ハ
城
下
に
は
あ
ら
ね
と
、
城
下
の
あ
た
り
ゆ
へ

駕
上に に
て
ゆ
く
す〻
、
本
陣
青
嶋
次
右
衛
門
に
小〻
憩
すら ら
ふ、
次
の
駅
を〻
嶋
田

とに に
てす〻
、
（
〻
）置
塩
藤
四
郎
の
本
陣
に
午の
休ミ
す
、
こ
ゝ
を
立
て
大
井

河
に
向
ふ
、
急
流
に
て
、
か
つ
海
道
第
一
の
大
河
也
、
俗世 世

に
此
河
と

箱
根
嶺
とを
さ
し
て
海
道
第
一
之
難
所と
い
へ
り
、
政
昭
出
迎
ふ
る
事

例
の
如
し
、
且
当
駅
に
祭
る
所
の
大
井
大
明
神
の
札
守
を
さ
ゝ

く
る〻
、
是
ハ
渡
川
安
全
之
守
な
り
と
申
て
、
宿駅 駅

人
よ
り
例
の
如
く
出
せ

し
と
そ
、
さ
て
上
下
無
恙
打
わ
た
し
ぬ
、
こ
の
川
駿
遠
の
境
な
り
、

金
谷
駅
に
小〻
休
すふ ふ

、
本
陣
を
佐
塚
左
次
右
衛
門
と
云
と
そ
〻
〻
、
又
こ
ゝ
を

〻
〻
〻

駕
に
て
立
、
暫
ゆ
き
て
歩
行
す
、
金
谷
坂
を
こ
へ
、
菊
川
に
到
る
、
矢
根

鍛
冶
師
五
條
清
次
郎
藤
原
忠
来
な
る
者
、
道
の
傍
に
出
て
拝
謁

す
、
掛
川
駅
に
て
田
川
䋝
清
介
46)　

　

を
以
其
由
緒
を
問
し
む
、
其
先
祖
ま
さ

の
り
と
申い い
ふ者
、
清
和
天
皇
御
宇
に
京
都
五
条
通
り
に
住
居〻
て
矢
根

鍛
冶
仕せ せ

し
か
、
其
後〻
子
孫
当
村
に
引下 下
り移
り
〻
〻
居
り〻
て
、

神
君
関
原
の
御
陣
に
矢
根
を
献
上り り

仕〻
し
に
、
終
に
御
勝
利
あ
り
て

御
凱
陣旋 旋

之
節折 折

、
（
〻
）御〻
奉
書
頂を を
給
り
、こ
戴
仕
し

〻
〻
〻
、
（
〻
）そ〻
れ
よ
り
尾
張
殿家 家
及へ
も
御

〻
〻
〻
当

家
へ
も
献捧 捧

上
仕
〻
〻
来
り
之し し
と御〻
答
申ふ ふ

と
そ
〻
〻
、
小
夜
の
中
山
にに に
てか
ゝ
る

〻
〻
〻
、
（
〻
）名
物の

な
り
と
て

〻
〻
〻
〻
飴
の
も
ち
を
う
る
、
店
毎々 毎

に
婦
女
た
てち ち

り〻
て
、
あ
め
の
も
ち

め
さ
れよ
と
呼
ハふ ふ
、路
の
傍
に

り
ぬ
〻
〻
、
（
〻
）こ
ゝ
を
過
て

〻
〻
〻
〻
〻
夜
鳴
石
と
い
へ
る
あ
り
、
怪
説
伝
ふ

る
に
た
ら
す
、
新
坂
宿
とに に
てな
る
〻
〻
、
（
〻
）宗
伝
寺
に
小〻
休
すふ ふ
、、

（
〻
）夫
よ
り

〻
〻
〻
掛
川

宿
との の

す〻
、
（
〻
）本
陣
ノ
沢
野
弥
三
右
衛
門
に
館
す
八
時
半
　

二
寸
五
分
、
名
物
葛
布
を

鬻
（
ひ
さ
）く
、
大
井
河
渡
り
し
安
否を
ハ
江
戸
へ
も
国封 封
地本〻
へ
も
申い い
ひ遣
す
事

に例 例
な
りて〻
、
け
ふ
の
泊館 館

へ
東
北
の
飛
脚
立
寄
て
行
事も
、
旧
例
也な な
り、
扨
東

ゟ
来
れ
る
飛
脚
ニ
て
、
　
養
性
尊
公
　
松
栄
尊
君の
御
無平平安

を事
之
〻

〻

た承 承

ん〻
、
（
〻
）そ
れ
〻
〻
〳〻
〵
ゟ
申
来

〻
〻
〻
り
て
悦
ハな な

ゝ
め
な
ら
す
し〻
、
北
よ
り
来
れ〻
る
飛
脚
ニ
つ
け
て
、

両
尊
君
并
お
れ
ゐ
の
方
へ
書
翰
差を を
さ
ゝ
け
り

出
せ
り

〻
〻
〻
、
岡
部
駅
よ
り

此
宿
に
到
る
、
凡
八
里
三
十
四
町
に
及
と
そ

　
　
　
　
端
午
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六
時
に〻
掛
川
を
出〻
立
、
（
〻
）尤て

て

駕
也
〻
〻
、
（
〻
）間
も
な
く
、
袋
井
の
本
陣
田
代

次
郎
右
衛
門か
方に
小〻
休
すふ ふ

、
又
立
出
て
、
駕輿 輿

の〻
中
に
て
宰
臣
・
御
預
所
・

勘
定
奉
行
・
監
察
等
の
用
状
を
見
居
た
る
内
、
（
〻
）不に

に
、い
つ
し
か
覚〻
見

附
との の
駅
に
至
る

な
る
〻
〻
、
本
陣
鈴
木
孫
兵
衛
にて
昼
遣の の
休
ミし
、
そ
れ
ゟ
又
駕
に
て

ゆ
く
、
こ
の
宿
の
内

〻
〻
〻
〻
〻
右
之
方
に
天
竜
川
ま
て
の
す直 直
路く
道
〻
〻
あ
り
て
、
一
里

ほ
と
も
近
し
と
な
ん
、
し
か
る
に
すそ そ
のく〻
道
行
し
人
よ
り
ハ
、
予
か
本
道
を

〻
〻
〻

行
し
よ
り
ハ

〻
〻
〻
〻
〻
さ
き
に
な
り
た
りる る

、
（
〻
）こ
れ
〻
〻
ハ
、
本
道
ハ
道
よ
く
て
、
すか か
た
さ
ま
く
道
〻
〻

ハ
す路 路
あ
し
か
り

へ
り
て
あ
し
か
り

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
け
る
ゆ
へ
とな な
りそ〻
、
凡
君
命
を
受
て
旅
行
す
る
者
な

と
本
道
行
て
病
気に に
か
ゝ
る
か

か
つ
事
故
の
あ
り
し
時
、そ
の所
々〻
の
役駅 駅

人
な
と

取
あ
つ
か
い

〻
〻
〻
〻
〻
にも
心
配
もさ さ
せ
、い
た
す
也

〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）な
ま
し
い
に

〻
〻
〻
〻
〻
近
道
し
て
事
のか か
へ
り
て
、さ
し
つ
か
ふ
る

出
来
〻
〻

な事 事
あ
る
も
の
な
り

は〻
、
（
〻
）い
か
ゝ
す
へ
き
や

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
し
か
し
余
儀
な
き
ふ
し
、
も又 又

し
く
〻
〻
ハ路
い
そ
きく く

ゆ〻

く
へ
き

〻
〻
〻
事
あ
ら
ハ
、
此
限
に
もハ ハ

あ
ら
し
や〻
、
池
田
村
市
川
伊
平
次
な
る者
の

舎
に
小〻
休
すふ ふ

、
こ
れ
よ
り
天
竜
川
也
、
大
小
天
竜
あ
り
、
先
小
天
竜
を

わ
た
り
て
大
天
竜
に
到
る
、
むそ そ
の
か
ミ
か
し
〻

〻

本
多
忠
勝
中
務

大
輔
のか か
神
祖
に
供
奉
し
て

忠
勇
もをを顧

せ
し
事
思
ひ

出
ら
れる る

た
り
〻
〻
、
政
昭
出例 例

の
こ
と
く
伺
公
し
て

向
ふ
〻
〻
、
（
〻
）云〻
、
こ
ゝ
ハ
平
水
也
と
そい い

ふ

、
陸
に
上
り
て
浜

松
の
郊
外
ま
て
歩
行
す
、
こ又 又

れ
ゟ
〻
〻
駕
に
て
泊
へ
つ
く

〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）本
陣
伊
藤

平
左
衛
門
也か か
家
に
宿
す

八
時
頃

、
此
辺
に犀 犀
か
嶽サ
イ
カ
ガ
ケ

〻
〻
〻
〻
〻
と
云
所に
ハ
　
　
神
君
味
方
か

原
に
て
御
難
戦
あ
り
し
時
、
打
死
の
人
々
の
墓
あ
り
と
聞
し
ゆ
へ
、
今
日

ハ
着
も
早
け
れ
は
、
こ
れ
ゟ
参尋 尋
ね
見
ん
る
へ
く

〻
〻
〻
と
渋
谷
宣
清
にに に
伝
ふ申
す
〻
〻
、
宣
清

雨
森
興
貴
に
伝
ふ
、
興
貴
今
日
は
御
つ
き
も
早
く
候
へ
は

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）御〻
供奉
の

人
も々
連
日
の

疲
れ
を
や
す
め
て
明
日
の
御
供
を
心
あか か
け
ぬ
れ
ハ
、ゆ
か
せ
給
ハ
ぬ
か

て
に
仕
り
居
り
候
ハ
ん

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）

しよ よ
か
ら
ん
と
い
へ
ハ
、そ
も
理
り
な
り
と
思
ひ
て
や
ミ
ぬ

か
れ
ハ
入
せ
ら
れ
す
候
か
し
か
る
へ
く
や
と
申
ニ
付
止
ぬ

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
又
宇
布
見

村
の
中
村（
マ
マ
）源
左
衛
門
も
けそ そ
か
家
へ
ふ
の
御
つ
き
早
け
れ
は

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）今
日
に
も
御

〻
〻
〻
〻
〻
入
をせ せ
給
へと

願こ こ
ひ
、所
の
領
主

ふ〻
、
（
〻
）又〻
水
野
侯氏 氏

よ
り
も
馳人 人
出
し
て
設
け
す
と

走
出
申
候
と

〻
〻
〻
〻
〻
云
、
里
数
を
尋
れる る
に
、は〻
、
（
〻
）当
所
〻
〻

よ
り
ハ

〻
〻
〻
二
里
半
、
往
来
に
て
五
里
也〻
、
篠
原
ゟ
ゆ
け
は
一
里
と
あ
れ
ハ
、

か
た
〳
〵
監
察
の
議
も
あ
る
故に
、
今
日ハ
ゆ
か
す
しな な
りて
や
ミ

〻
〻
〻
ぬ
、
扨
中
村

源
左
衛
門
並
に
五
六
人
同
姓
の
者ら
出き
て
、
古
酢
を
献さ さ
ゝ
く上
す
〻
〻
、
こ
の
由ゆ ゆ
へ

緒よ よ
しハ
、　
黄我祖
門
浄
（
結
城
秀
康
）
光
公の
御
母
公
長
松
君
、
　
浄
光
公
を
産せ
給
ひ
し

せ時 時

つ〻
、
石
を
焼
き
て
、
上
に
酢
を
か
け
て
、
き
か
せ
奉
り
し
古
例
を
以
て

な
り
と
そい い
ふ、
当
駅の
本
陣
伊
藤
平
左
衛
門
ハ
、
其
御時 時

伽
せ
し
例
を
以
て

赤
飯
を
献
上
給〻
し
ぬ
、
又
う
な
き
を
献捧 捧
けし〻
た
れ
ハ
、
庭
の
池
に
放
し
た
り
、

此
所の
城
ハ
駅
の
右
の
方
に
あ
り
、
掛
川
よ
り
此
宿
に
到る
、
凡
八
里
八
丁な
り

　
　
　
　
六
日

暁
七
時
之
供
揃
に
て

〻
〻
〻
〻
〻
、
駕
上に に

い〻
て
出
立
つ
、
篠
原
村
万
松
院

に
小
憩
し
、
こ
ゝ
よ
り
歩
行
し
、
五
六
町
ほ
と
行
て
右
に
細
道
あ
り
、

則
宇
布
見
道
也
、
こ
れ
よ
り
都
呂
村
を
経
て
宇
布
見
也
、
宇
布
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見
ハ
惣
名
に
し
て
七
村
に
分
る
、
小
名
小
山
・
領
家
・
浅
羽
・
西
ヶ
崎
・

田
畑
・
長
保
寺
・
中
村
と
云
、
家
数
七
百
軒
斗
也
、
源
左
衛
門
ハ
領
家

に
住
す
、
小
山
を
通
り
抜こ こ
して
領
家
也
、
源
左
衛
門
か
舎
に
い
た
る
、そ
の由

緒〻
ハ
後三 三
河風
土
〻
〻
記等
の諸
書記 記
録
に
載
た

に
審
な

〻
〻
〻
り
、
我
祖
先
　
〻〻

黄
門
秀
康
公
は

天
正
二
甲
戌
二
月
八
日
に
こ
の
源
左
衛
門
か
宅
に
て
生
れ
さ
せ
給
ふ
、
御
母

堂
お
万
之
方
中
村
氏
申のの
伝
へへへ
に
ハ
お
松
の
か
た

と
云
、
暫
こ
ゝ
に
し
る
し

と
め
〻
〻
て
備〻
後
考に

備
ふ
と
い
ふ
、
故
有
て
こ
の
民
間
にて

生
れ
さ
せ
給
ふ
、
御
胞
衣の

塚
今
に
あ
り
、
塚
の
上
に
梅
あ
り
、
脇
に
小
松

生
ひ
出た た
りる〻
、
予
一
度
こ
の
家
に
立
よ
ら
ん
事
を
ね
か
ひ
し
に
、
こ今 今
日と
し
〻
〻
ハ
折

を
得
て
来
り
し
事
、
本
懐
の
至
也
、
御
産
所
ハ
八
畳
敷
也
、
宝
物
に
は

祖
先
之
拝
領
せ
る
よ
しに
て、
御
紋
付ま ま
きた
る
御
小
柄
・
御
笄
ハ
慶
長
六
年

越
前
へ
御
入
国
の
お
り
、
浜
松
宿
に
て
被賜 賜
り下〻
し
と
そ
、
其こ こ
の
ほ
か
外〻
御
玩
物等
は

外
ニ
図
あせ せ

り
、
又
天
神
之
社
に
参
詣つ つ

す〻
、
此
祠
、
元
ハ
御
胞
衣

塚
の
上
に
有
し
を
、
　
公
ゟ
の
令
に
て
此
所
へ
引
移
し
、
其
跡
に
梅

木
植
た
り
し
よ
し

〻
〻
〻
、
（
〻
）其
木
の

〻
〻
〻
白
梅な
り、
源
左
衛
門
よ
り
差奉 奉
り
し
と
か

出
し
ぬ

〻
〻
〻
、
（
〻
）こ
れ
ゟ

〻
〻
〻

本
へ
か
へ
り
て

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
篠
原
村
よに に
か
へ
り
、

り〻
駕
に
て
舞
坂
駅
を
経
て
船
場
に
向
ふ
、

政
昭
出
迎
ふ
如〻
例の
こ
と
し
、
此
所
今
切
と
云
事
、
人
皇
百
四
代
後
土
御

門
院
御
宇
、
明
応
八
年
六
月
湖
水
決
し
て
海
と
な
り
た
る
故
に

今
切
の
名
あ
り
と
そ
、
松
平
信
宝
伊
豆
守
、
三
州

吉
田
城
主
47)

よ
り
馳
走
船
い
た
さす す

る〻
、

こ
れ
に
う
ち
乗
りて て
見
渡
せ
と
見
れ

〻
〻
〻
は
、
岸
辺
に
煙
を
立
る
所
三
つ
あ
り
、

故
を
尋
る
に
、
諸
侯大 大
名方〻
通
行
之
節
に
荒
井
駅
江〻
のへ
へ
知
ら
し
め
ん
か
た
め

為
知
〻
〻
に
は〻

左
の
方
に
煙
を
揚
る
、
乗
船
のへ へ
知
ら
し
む
る

為
知
〻
〻
に
ハ
右
の
方
に
煙
を
立
る
、

荒
井
よ
り
舟
を
よ
ふ
に
は
中
に
て
立
る
、
烽
火
台
の
趣
な
り
、当
今

江
都
に
て
花
火
と
称
す
る
も
の
に
巧
を
費
す
と
は
ちか か
は
りか
ひ
〻
〻
て
、
実
用
と

いす す
るふ〻
も
の
也
、や
か
て上下
一つ つ
ゝ
か
な
く

統
無
難

〻
〻
〻
上
陸
すを を
賀
す大
慶
也

〻
〻
〻
、
新
居
御〻
番
所
ハ

信
宝か
預
り
也
、
当
駅
本
陣
疋
田
八
郎
兵
衛か
方に
小〻
憩
すふ ふ

、
こ
れ
よ
り

馬
に
乗
るり り
早
稲
川
、
間
も
な
く
塩
見
坂
に
及
ふ
、
お下 下
輿
しり〻
て
歩
行
し
、
白
須

賀
駅
に
昼の
休ミ
す
、
本
陣
大
村
庄
左
衛
門
也
、
駕
に
て
立
つ
、
こ
の
邑

遠
三
之
境
也
、
二
川
駅
小に に

休
すふ ふ

、
本
陣
馬
場
彦
十
郎
也と と
い
ふ、

（
〻
）駕
に
て

〻
〻
〻

ゆ
く
〻
〻
、
向
ふひ ひ

に
巌
屋
観
音
を
見
る
、
吉
田
駅
ハ
信
宝
か
城
下
な
り
、

城
ハ
右
の
方
に
あ
り
、
こ
ゝ
の
小
休

〻
〻
〻
〻
〻
本
陣
中
西
与
右
衛
門に
休
ら
ふ
、
駕〻
に
て
立

〻
〻
〻
、
（
〻
）

百
廿
間
の
大
橋
を
渡
り
て
よ
つ
や
と
云
所
に
て
日
暮
てか か
ゝ
る
ゆ
へ
路
を

急
くきき
、

稲
村
良
香
散
にを

ひ
さ
く
家
小〻
休
す

（
マ
マ
）、

ふ

夫
よ
り
御
油
駅
を
過
て
赤
坂
駅
に

泊宿 宿
する〻
、
本
陣
伊
藤
庄
左
衛
門
也
、
浜
松
よ
り
此
駅
ま
て
、
お
よ
そ

十
二
里
一
町
に
及
ふ
と
そ

　
　
　
　
七
日

赤
坂
駅
を
六
時
駕〻
に
て〻
立
出
つち ち

、
山
中
法
蔵
寺
に
小〻
休ふ
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す〻
、
此
寺
に
　
　
大
神
君
御臨 臨
書
し
給
ひ
し
折
の

手
習
の

〻
〻
〻
机
を
始
め
、
色
々
の

宝
物
あ
り
、
御霊 霊

像
も
あ
り
、
か
つ
御
手
習
被の の

成
し
御

〻
〻
〻
間
もと と
て今
に
存
すせ せ
り、

こ
ゝ
を

〻
〻
〻
歩
行
し
て
六
町
ほ
と
廻過 過
きり
に
〻
〻
て
舞
木
村
なの の

る〻
、
（
〻
）広
幡

八
幡
に
詣
て
ぬ
、
所
の
者
ハ
山
中
の
御
宮
と
も
申称 称
せよ〻
しを
、

神
君
名
を
改
給
ひ
、
舞
上
り
八
幡
と
称
し
給
ひ
し
由
、
今

神
君
を
も
配
祭
す
と
そい い
へ
り、
又
御
身
隠
山
と
い
ふ
あ
り
、
一
揆向 向
乱
の
時
の
せ
つ

〻
〻
〻
、

此
穴
に
隠
れ
給
ひ
し
よゆ ゆ
へ
な
り
り〻
と
そ
、
跡立 立
か
へ
り
へ
戻
り

〻
〻
〻
て
藤
川
駅
に
到
る
、

本
陣
森
川
久
左
衛
門
に
小〻
休
しら ら
ひぬ〻
、
駕
に
て
立
ち
て

〻
〻
〻
岡
崎

宿
に
到
る
、
本
多
忠
氏
中書

48)　
之
城
下
な
り
、
本
陣
中
根
甚
左

衛
門
にの の

家
に
て
昼
の

午〻
休ミ
す
、
池
鯉
鮒
宿
のに に
て休
にむ む
へ
か
り
し
を
、さ
は
る
事

故
障
〻
〻
あ
り
し
ゆ
へ
、
当こ こ
ゝ
に宿〻

にか か
へう
つ
すせ せ
し
な
り
也〻
、
駕
に
て
た
つ
〻
〻
、
（
〻
）城
下の
は
つ
れ
の
矢
矧
の
橋
を
わ
た
る
、

日
本
第
一
之
大
橋
に
て
、
長
さ
二
百
八
間
に
及
ふ
と
そ
、
行
程
記
を

見案 案

るに
、
往
昔
日
本
武
尊
の〻
東
夷
征
伐
之
時
、
賊
を
亡
し
給
ハ
ん

た
め
に
、
此
処
に
て
多
く
の
矢
を
作
ら
せ
ら給 給
ふる〻
に
よ
り
て
、
矢
矧
と
云名

へ起 起
り
しり〻
と
そ
、
う
と
ふ
坂
よ
り
歩
行
し
て
大
浜
に
到
る
、
茶
屋
中
根
源

六
な
る
者の
家に
小
休
しす す

ぬ〻
、
こ
ゝ
を
駕
に
て

〻
〻
〻
た
ち
ゆて て

く〻
右
に
八
橋
道
あ
り
、

在
原
業
平
の
　

古
跡

あ
り
、
池
鯉
鮒
宿駅 駅

の
本
陣
永
田
清
兵
衛
に方 方
に小〻
休
すふ ふ

、
故
あ
り
て

早
く
立
出
ぬ
、
右
に
池
鯉
鮒
大
明
神
、
（
〻
）いを

を
い
つ
き
祭
る
、

ま
は
〻
〻
神
主
を〻
永
見

主
膳
と
い
ふ
、
（
〻
）さか

か
家

き〻
に
小〻
休
所ら ら
ひ
、に
て
〻
〻
目
見
させ せ
し
むす〻
、
こ
は
我
祖
先〻

浄
光
公
御
実
母
長
松
院
殿
御
養
家
の
由
緒
を
以
て
也な な
り

御
実
家
村
田
意
竹
御か
妹
〻

也
、
村
田
後
　

森
田
と
改
む
、
近
臣
伝
右
衛
門
家
是
也
、
十
王
坂
と
云
よ
り
歩
行ミ ミ

し〻
て
、
境
川

に
到
る
、
三
尾
之
境
也
、
前
後
茶
屋
に
到
る
、
成
田
忠
次
にか か
家
に
い
こ
ふ

小
休
す

〻
〻
〻
、

こ
れ
よ
り
駕
に
て
ゆ
く
、
左
に
今
川
義
元
戦
死
の
処あ
り、
所
謂

桶
狭
間
也
、
墓
誌
今
に
到
て
考
ふ
へ
し
、
鳴
海
駅
に
宿
す
、
本
陣

西
尾
伊
右
衛
門
也
初
、
宮
に
や
と
る

泊〻
る〻
へ
くきき
あ
ら
ま
し
な
り

積〻
し
か
、
松
大
膳
49)　
細
兵
部
50)　
の
泊〻宿
と

さ
し
合
ぬ
れ
ハ
、
こ
の
所
に
宿
り
ぬ
、
七
半
時
前
の〻に
到〻
着せ
り
、
赤
坂
ゟよ よ
り

此
駅
に
い
た
る
、
凡
十
里
半
六
町
也
と
そ

　
　
　
　
八
日

鳴
海
宿
を
七
半
時
に
駕立 立
い
てに
て
出
ぬ

〻
〻
〻
〻
、
笠
寺
・
山
崎
間〻
宿〻
を
経
て
、
宮

に
か
ゝ
る
、
左
は
桑
名
海
上
也
、
右
江
廻
り
て
、
右
に
〻
〻
あ
つ
た
大
明
神の

宮
也あ あ
り、
去
夏
こ
ゝ
に
詣
ふ
て
し
ゆ
へ
、
け
ふ
ハ
ゆま ま
ゐ
ら
す
き
過
ぬ

〻
〻
〻
、
蔵
福
寺
と

い
へ
る
寺
に
小い い
さ
ゝ
か休
しひ ひ

、
駕
に
て
名
古
屋
を
経過 過

る
、
亜
（
徳
川
斉
荘
）

相
君
之
城
下
に
て
、

殊
に
美
壮
也
、
城
下の
は
つ
れ
白
山
堂
福
満
寺
に
小〻
休
しふ ふ

ぬ〻
、

次
に
清
須
也
、
本
陣
林
惣
兵
衛
にか か
方
に小〻
憩
すふ ふ

、
右
に
信
長
の

城
跡
見
ゆ
、
松
繁
く
生
た
り
、
む
か
し
右
府天
性
残
暴
な
る
う
へ

其
臣
に
礼
な

き
を
以
て
滅
し
とハ ハ

そ〻
、
君
使
臣
以
礼
臣
事
君
以
忠

〻
〻
〻
〻
〻
と
聖い い
へ
る
聖

語
に
見た た
か
ひ
た
れ
ハ
な
り

へ
た
り

〻
〻
〻
、
殷
監
と
も
い
ふ
へ
きし し

に
や
〻
〻
、
此
所
ゟ
歩
行ミ ミ

し〻
て
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稲
し
は
し葉
宿
尓に に

小〻
休
すふ ふ

、
本
陣
原
所
次
右
衛
門
也な な
り、
駕
に
て
萩
原

宿
に
到
る
、
本
陣
森
条
右
衛
門
也か か
方
に
て
、
（
〻
）こ
ゝ
を

〻
〻
〻
昼の
休
とら ら
ひ
しす〻
、
又
駕

に
て
立ゆ ゆ
きち
て
〻
〻
、
起
宿
の
本
陣
加
藤
右
衛
門
七
に
小
休
し
、
歩
し
て

起
川
に
臨
む
、
大
川
也
、
源
は
木
曽
川よ
り
い
つ
る

と
そ
、
尾
州〻
侯
よ
り
馳

走
人
出さ
る
、
政
昭
出
迎
ふ
事
如〻
例の
こ
と
し
、
政
昭
か
言
に
し
た
か
ひ
て

駕
に
て打
越
す
、
川
二
川
也
、
向
ふ
の
川
に
は
馳
走
船
あ
り
、
乗
船
して

越
し
ぬ
、
尾
濃
の
境
に
到
る
、
雨
ふ
り
出
る
、
（
〻
）駕ゆ

ゆ
へ
、乗
輿上〻
す
、
ま
た
墨

股
川
に
臨
む
、
是
も
尾
州侯 侯

の
御〻
領
内
に
て
馳
走
船
出さ
る
、
墨
俣

宿
に
到
る
、
本
陣
沢
井
彦
四
郎
にか か
方
に小〻
休
すふ ふ

、
駕
に
て
行
、
佐
渡

川
に
到
り
ぬ
、
戸
田
氏
正
采
女

正
51)
之の の

領
内
に
て
馳
走
船
い
つ
る
、
美い い
か
め
し
く

々〻

敷〻
飾
られ れ
りれ
た
り

〻
〻
〻
、
乗
船
すれ
ハ、
水
主
と
も
船
歌
う
た
ふ
、
大
垣
に
到
る

〻
〻
〻
、
（
〻
）

戸
田
氏
之

〻
〻
〻
〻
城
下
なに に
至
るり〻
、
城
は
右
の
方
に
あ
り
、
此
所
の
本
陣

岡
田
清
三
郎か
方に
館
す
着
六
時
　

二
寸
廻
り
、
鳴
海
駅
よ
り
此
処
迄

凡
十
三
里
廿
町
に
及
ふ
と
そ

　
　
　
　
九
日

七
半
時
に
駕
に
て

〻
〻
〻
〻
出
た
ち
て〻
、
垂
井
駅
本
陣
栗
田
文
吾
に

小〻
休
すら ら
ふ
、は
る
か
に

、
（
〻
）此
宿
の
内
よ
り

〻
〻
〻
〻
〻
〻
大
鳥
井
見
ゆ
、
南
宮
山
と
て
大

社
有
よ
しい
ふ、
詣
て
たむ む
と
ハ
思
へ

く
ハ
あ
れ

〻
〻
〻
〻
と
、
供陪 陪
従の
も
の
ゝ
つ
か
れ
いを を
い
と
ひ
て

か
ゝ
と
宣
清

〻
〻
〻
〻
〻

申は は
た
さ
す
に
て
や
ミ
ぬ

〻
〻
〻
〻
〻
、
関
か
原
に
到
る
、
本
陣
相
川
次
郎
兵
衛
に

小〻
休
すふ ふ
、こ、ゝ

（
〻
）此
宿
〻
〻
よ
り
右
へに に
折分〻
れ
てハ ハ

越
前
街
道
也な な
り、
八
幡
宮

 

あ
り
、
詣
て
ぬ
、
ま
た
　
　
東
照
神
君
の
御
陣
場
あ
り
、
柵

ゆ
ひ
て
内
に
石
垣
あ
り
、
賊
将
石
田
三
成
と
御
対
陣
の
所
とな な
りそ〻
、

爰
を
〻
〻
拝礼
し
て
ゆ
く
、
山
道
に
か
ゝ
り
玉
宿
に
到
る
、
宿狭 狭
駅小〻
に
し
て

小〻
休
すふ ふ

る〻
事
あ
た
ハ
す
、
藤
川
宿
の
本
陣
児
玉
三
郎
左
衛
門
に

小い い
こ
ふ休
す
〻
〻
、
玉と
藤
川
之
間
両
方
よ
り
石
出
た
る
処
を
以
て
、
濃
江

の
境
と
す
と
そ
〻
〻
、
駕
に
て
春
照
駅
に
到
る
、
本
陣
木
原
新
左

衛
門
にて
昼の
休
しミ ミ
すけ
り
〻
〻
、
こ
れ
よ
り
駕
に
て
伊
吹
山
の
下
を
ゆ
くき き

、

野
村
名
主
之
草
屋
に
捨
大
夫
か

同
家
也

小〻
憩
す
、
又
駕
に
て
行
、
右
に

小
谷
山
見
ゆ
、
こ
ゝ
ハ
浅
井
長
政
備
前

守

之の の

城
跡
とな な
りそ〻
、
雨
森
川

を
わ
た
る
、
近
き
こ
ろ
ま
て
ハ
舟
渡
し
な
り
し
か
、
去
年
よ
り

橋
を
架
し
ぬ
、
今
宵
は
木
本
駅
に
宿
る
七
半
時
　
　

二
寸
廻
り
着
、
国封 封
地
の本〻

飛〻
脚力
立
寄て
、
江
戸
表
江へ へ
下
る
、

養
性
尊
公
への の

御
きけ け
し
き
を
け
ん
〻
〻
う
か
ゝ
ひ
、
か
つ
国
本
静
謐
なの の
よ
しり
と
〻
〻

書
状
に
て
申聞 聞
え上
ル〻
、
坂
口
水
飴
つ
け
献
し
ぬ
、
れ
ゐ
の
方
へ
も
お

な
し
、
大
垣
ゟ
此
駅
ま
て
、
お
よ
そ
十
二
里
八
丁
に
及
ふ
と
そ

　
　
　
　
十
日
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木
之
本
宿
を
六
時
に
た
つ
、
駕
也
、
右
に
地
蔵
堂
あ
り
、
向
ふ

に
志
津
か
嶽
見
ゆ
、
こ
ハ豊
臣太
閤
と柴
田勝
家
と
の
軍
に
中
川

瀬
兵
衛
清
秀
打
死
のせ せ
し処
とな な
りそ〻
中〻
川〻
修〻
理〻

大〻
夫〻
家〻
也〻
、
右
に
余
語の
湖
水

見
ゆ
、
柳
か
瀬
宿
に
臨
む
関
所〻
あ
り
井
伊
家
よ
り

預
り
也
　

、
本
陣
松
居

猪
平
に
小〻
休
しひ ひ

、
又
椿
井
坂
之の の

茶
屋
万
蔵
に
小て て
い
こ
ひ
休
し
〻
〻
、
中

河
内
本
陣
柳
橋
朝
市
にて
昼の
休
せ
り
、
雲
霧
深
く
し
て

四
方
の
山
嶺
を
〻
〻
見へ
す
、
終
に
栃
木
峠
に
到
る
、
茶
屋
深
見

源
右
衛
門
に
休
むふ ふ

、
旧
例
に
て
供
の
小
人
共
へ
餅
を
遣あ あ
た
ふす〻
、
高
間

徳
彬
文
四
郎
52)　

　

迎
ひ
に
出
た
り
、
呼
出
し
て
咄物 物
語し〻
す
、
此
処
、
越
江
之
境

な
り
、
こ
れ
ゟ
予
のか か

領
内
也
、
此
谷
に
大
き
な
る
栃
木
数
多
生
た

り
、
浄
光
公
植
さ
せ
給
ひ
し
よ
し
、
こ
れ
ゟ
板
取
一
本
作

虎
杖

宿
に
小い い
こ
ふ休〻

す〻
、
こ
ゝ
に
浄
光
公
の
御
風
呂
手
桶
あ
り
見
た
り

〻
〻
〻
、
（
〻
）そ
れ
よ
り

〻
〻
〻
〻
上
下
、

孫
谷
・
畠
中
両
村
、
一
の
瀬
・
落
合
両
村
丸
岡

領
分
を
歴
て
今
庄
宿

な
り
、
本
陣
後
藤
常
次
郎
に
宿
す
七
時
、
領
民
ら
の
奔
走
に

預
る
也
、
木
本
駅
よ
り
此
駅
ま
て
、
十
里
半
に
及
ふ
と
そ

　
　
　
　
十
一
日

夜
の
九
時
に
今
庄
の
泊宿 宿

り〻
を
駕
に
て
立発 発
し、
湯
尾
峠
を
越
ん

と
す
る
に
、
御国 国
民百
姓
〻
〻
と
も
出
て
、
松
明
を
と
ほ
し
て
馳先 先
駆走〻
す
、
か余 余
かゝ
る
〻
〻
薄

徳
の
身
に
て
、
か
ゝ
る
奔供 供
帳走〻
に
預
る
も
恥
か
し
、
こ
ゝ
を
越
へ
て
鯖
波

宿
に
小〻
休
すふ ふ

、
石
倉
猪
左
衛
門
也な な
り、
今
庄
よ
り
こ
ゝ
ま
て
二
里
な
り
、

そ
れ
よ
り
東
大
道
・
新
河
原
を
経
て
脇
本
宿
な
り
、
鯖
波
ゟ
一
里

也な な
り
と
そ
、
こ
れ
よ
り
一
本
杉
村
を
過
て
今
宿
也な な
り、
脇
本
ゟ
一
里
、
此
辺
右
に

日
之
山
見
ゆ
、
け
ふ
ハ
雲
か
ゝ
れ
り
、
行
松
・
四
郎
丸
を
経
て
松
森
に

小〻
休
すふ ふ

、
こ
れ
ゟ
馬
に
て一
里行け
ハ、
府
中
也
本
多
内
蔵
助

副
昌

53)　
在
所
、
今
宿
よ
り
一
里

〻
〻
〻
〻
〻
〻

也〻
、
府
中
町
中
、
札
の
辻
て
ふ
所
に
、
副
昌
の
次
子
廉
之
丞

54)

出
居て て
拝
する〻

に
詞
か
く
る

〻
〻
〻
〻
〻
、
家
こ
と
に行
装
を見に
出
し
人
数
多
也
、
町
端
に
て
駕乗 乗
輿上〻
す
、

信
露
貴
川
一
本
作

白
鬼
女
を
わ
た
る
、
水
主
成
瀬
全
宗
惣
右
衛
門
55)　

　

・
徒
頭
青
木

伊
禎
与
一
右
衛
門
56)　

　

・
桜
井
応
久
庄
九
郎
57)　

　

出
迎
ふ
、
夫
々
詞
か
く
る

〻
〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）上
鯖
江
ゟ

下
鯖
江
、
間
部
氏〻
詮
勝
の
城
下
也を を
過
き、
長
泉
寺
を
歴
て
水
落

に
到
る
、
清
水
捨
三
郎か
家に
昼の
休ら
ひす
、
こ
れ
よ
り
岡
野
・
鳥
羽
左
内
蔵
助

屋
敷
あ
り
・

江
尻
・
三
十
八
社
・
浅
水
、
こ
の
あ
た
り
右
に
文
殊
山
見
ゆ
、
今
市
・
荒
井

に
到
り
、
一
里
塚
に
て
馬
上に に
乗
るす〻
、
江
端
・
花
堂
、
此
辺
村
民
群
を
な
せ
り
、

赤
坂
よ
り
入
る
〻
〻
、〻
城
下
也に に
入
る、
大
橋
を
わ
た
りる る

、
本
町
よ
り
家
中
の
婦〻

女
幼児 児
等童〻
多
く
出
たて て
拝
すり〻
、
桜
門
に
い
る
、
鉄
門
・
下
馬
門
・
太
鼓
門

を
歴て
、
夫
々
出
迎
ふ
る
者
あ
り
、
本
城
橋
に
到
る
、
目
付
田
辺
利
起 

五
太
夫
58)　　

・
土
屋
貴
純
十
郎
左
衛
門
59)　　

出
迎
ふ
、
持
物
頭
岩
上
朝
昭
梶
太
夫
60)　　

出
居〻
る
、
瓦
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門
よ
り
玄
関
に
上
る
、
白
洲
に
は
用
人
・
役
人
出
つ
、
鏡
板
の
上
に
ハ

家
老
・
城
代
・
側
用
人等
出
た
り
、
案
内
ハ
家
老
長
直
左膳

61)　
也
、
当
番

徒
頭
仮
門
野
貞
親
太
郎
　

右
衛
門
62)　
、
長
床
の
大
番
頭
ハ
酒
井
敬
忠
十
之

丞
63)
、
番

士
は
一
番
組
な
り
、
其
余
の
諸
士
詰
居
る
事
例
の
如
し
、さ
て帰
城

の
式
事
多し し
けき
中
に
も
、第
一荻
野
元
恒
左近

64)　
に命

し幕
〻
〻

府
江へ へ
の御
礼
〻
〻

の例 例

使
〻

事い い
ひ
ワ
た
し
て
、つ
ゝ
か
な
く

申
わ
た
し
て

〻
〻
〻
〻
〻
、
（
〻
）帰
国
之せ せ
し
か
し
こ
ま
り
を
聞
え
上

有
難
き
を

〻
〻
〻
〻
謝
し
ぬる
と
そ

五（跋
文
）月
三
日
の
し
の
ゝ
め
、
か
ん
原
の
や
と
り
を
た
ち
て
、
御
さ
き

へ
ま
い
る
、
け
ふ
ハ
空
う
ち
く
も
り
て
、
小
さ
め
さ
へ
ふ
り
け
る
に
、

お
き
つ
の
川
・
さ
つ
た
山
・
あ
へ
川
・
う
つ
の
山
な
ん
と
い
へ
る
、

さ
ま
〳
〵
の
さ
か
し
き
と
こ
ろ
を
も
、
つ
ゆ
よ
と
み
な
く
う
ち
こ
え

て
、
ひ
つ
し
の
こつ つ
ゝ
み
打
こ
ろ

く
は
か
り
に

〻
〻
〻
〻
〻
、
岡
部
の
御
や
と
り
に
つ
き
た
り
、

こ
れ
も
御
め
く
み
の
ふ
か
き
ゆ
え
な
り
け
む
と
か
し
こ
み
、
よ
ろ

こ
ひ
つ
ゝ
お
も
ひ
め
く
ら
せ
ハ
、
い
ま
や
わ
か

君
は
い
つ
れ
に
か
、
い
か
ゝ
わ
た
ら
せ
給
ふ
ら
ん
、
か
ゝ
る
さ
か
し
き

処
と
も
、や
す
ら
か
に
こ
え
給
ひ
て
ん
と
、ね
き
い
の
り
奉
る
か
中
に
も
、

か
の
さ
つ
た
の
山
と
い
へ
る
ハ
、あ
し
か
ゝ
の
将
軍
尊
氏
、お
と
ゝ
の
た
ゝ
義
と

か
た
み
に
ほ
こ
を
ま
し
え
た
る
と
こ
ろ
と
な
む
、は
ら
か
ら
の
道
も
た
え

し
所
と
お
も
へ
ハ
、む
か
し
こ
の
山
の
か
た
へ
な
る
い
そ
へ
に
み
ち
あ
り
て
、親

し
ら
す
子
し
ら
す
と
い
へ
る
名
を
と
な
へ
た
る
と
も
見
ゆ
れ
は
、

お
や
こ
の
道
も
た
え
た
り
き
、
い
ま
ハ
み
ち
も
か
ハ
り
て
、
さ
つ
た
の

坂
に
う
つ
り
た
る
も
、
そ
の
と
な
へ
あ
し
く
と
て
、
と
つ
く
人
の

ゆ
き
ゝ
さ
へ
や
み
ぬ
れ
ハ
、
い
も
せ
の
道
も
た
え
ぬ
と
い
ふ
へ
し
、

か
ゝ
る
い
ま
ハ
し
く
け
ハ
し
き
と
こ
ろ
、
世
に
お
ゝ
く
有
へ
し

と
も
お
ほ
え
す
、
さ
れ
や
ふ
る
き
哥
に
、
い
ハ
き
山
、
た
ゝ
こ
え
き

ま
せ
、
と
よ
み
た
る
ハ
、
こ
の
山
を
な
む
よ
ミ
し
と
あ
れ
ハ
、
け
ふ

こ
そ
山
の
名
を
よ
ひ
か
え
て

�

成
昂
上
　
　
　

わ
か
君
の
、
千
代
を
そ
い
の
る
、
い
は
き
や
ま

み
ち
さ
へ
や
す
く
、
こ
え
き
ま
せ
と
て

注1） 

成
島
筑
山
（
な
る
し
ま
・
ち
く
ざ
ん
）、
幕
府
の
奥
儒
者

2）	

田
安
徳
川
家
当
主
徳
川
斉
匡
（
な
り
ま
さ
）、
春
嶽
の
実
父

3）	

田
安
徳
川
家
士
竹
中
織
部

4）	

越
前
国
福
井
藩
主
松
平
斉
承
（
な
り
つ
ぐ
、
春
嶽
の
先
々
代
）
正
室
浅
姫
、
春
嶽
の
養
祖
母

5）	

奥
老
女

6）	
徳
川
斉
匡
側
室
連
以
（
れ
い
）、
春
嶽
の
実
母

7）	
酒
井
外
記
、
四
〇
二
五
石
、
当
時
は
江
戸
詰

8）	

中
根
靭
負
（
栄
太
郎
、
雪
江
）、
七
〇
〇
石
、
当
時
は
江
戸
表
御
用
人
・
御
勝
手
掛
り

9）	

雨
森
伝
左
衛
門
（
小
十
郎
）、
六
〇
〇
石
、
当
時
は
江
戸
詰
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10）	

水
谷
織
部
（
壱
岐
、
水
月
、
酔
月
）、
五
〇
〇
石

11）	
笹
治
兵
庫
（
万
之
丞
、
権
右
衛
門
）、
七
二
五
石
、
当
時
は
御
用
人
打
込
（
月
番
）

12）	
越
前
国
鯖
江
藩
主

13）	

幕
臣
、
当
時
は
御
側
御
用
取
次

14）	

天
方
孫
八
、五
〇
〇
石
、
外
に
一
〇
〇
石
御
足
、
当
時
は
江
戸
詰

15）	

渋
谷
権
左
衛
門
（
均
事
）、
六
〇
〇
石
、
当
時
は
江
戸
詰
（
火
之
御
番
）

16）	

雨
森
儀
右
衛
門
（
太
郎
兵
衛
）、
一
五
〇
石
、
当
時
は
江
戸
詰

17）	

出
淵
伝
之
丞
（
勇
次
郎
）、
一
五
〇
石
、
江
戸
詰

18）	

山
形
九
十
九
（
熊
之
助
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
表
御
小
姓

19）	

播
磨
国
赤
穂
藩
主

20）	

三
代
将
軍
徳
川
家
光

21）	

頭
注
「
勇
猛
精
進
ハ
仏
家
勤
学
の
事
な
り
」

22）	

頭
注
「
か
ほ
〳
〵
し
ハ
結
構
の
古
語
な
り
」

23）	

浅
井
八
百
里
、
二
五
〇
石
、
当
時
は
格
式
末
之
番
外
御
読
書
御
相
手
御
近
習

24）	

田
安
徳
川
家
士
反
町
源
五
左
衛
門

25）	

田
安
徳
川
家
士
森
薫
次
郎

26）	

桑
山
十
蔵
（
彦
助
、
十
兵
衛
）、
二
〇
〇
石
、
当
時
は
江
戸
詰

27）	

伊
予
国
吉
田
藩
主

28）	

菅
沼
平
兵
衛
（
源
十
郎
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
遠
慮

29）	

小
宮
山
周
蔵
、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
江
戸
詰

30）	

近
藤
雄
蔵
（
猶
次
郎
、
勇
蔵
、
雄
蔵
、
左
太
夫
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
御
小
姓
頭

31）	

栃
屋
縫
之
助
（
栄
太
郎
）、
二
〇
〇
石
、
当
時
は
御
小
姓

32）	

上
月
久
尾
（
熊
之
助
、
久
右
衛
門
、
湖
舟
）、
一
五
〇
石
、
当
時
は
奥
御
小
姓

33）	

常
陸
国
下
妻
藩
主

34）	

相
模
国
小
田
原
藩
主

35）	

周
防
国
・
長
門
国
長
州
藩
主

36）	

上
坂
藤
太
夫
（
藤
助
、
小
金
吾
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
江
戸
詰

37）	

頭
注
「
帖
紙
即
ハ
な
か
ミ
の
事
な
り
」

38）	

松
波
甚
左
衛
門
（
弥
次
郎
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
御
書
院
番
組
（
御
近
習
番
）

39）	

前
波
忠
兵
衛
（
他
之
助
）、
一
五
〇
石
、
当
時
は
御
側
向
頭
取

40）	

加
賀
九
郎
右
衛
門
（
藤
七
郎
、
藤
左
衛
門
）、
二
〇
〇
石
、
当
時
は
御
小
姓
頭
取

41）	

駿
河
国
沼
津
藩
主

42）	

播
磨
国
姫
路
藩
主

43）	

大
和
国
郡
山
藩
主

44）	

伊
予
国
松
山
藩
主

45）	

駿
河
国
田
中
藩
主

46）	

田
川
清
介
（
弥
三
郎
）、
一
七
人
扶
持
、
御
書
院
番
組
（
御
右
筆
）

47）	

三
河
国
吉
田
藩
主
松
平
信
宝
（
の
ぶ
た
か
）

48）	

三
河
国
岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
（
た
だ
も
と
）

49）	

讃
岐
国
高
松
藩
松
平
（
大
膳
）
家
当
主
松
平
頼
覚
（
よ
り
あ
き
）

50）	

肥
後
国
熊
本
藩
主
細
川
斉
護
か

51）	

美
濃
国
大
垣
藩
主
戸
田
氏
正

52）	

高
間
文
四
郎
（
四
郎
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
郡
奉
行

53）	

本
多
内
蔵
助
（
副
昌
（
す
け
ま
さ
））、
二
万
石

54）	

後
の
本
多
内
蔵
助
（
丹
波
、
富
恭
（
と
み
や
す
））、
二
万
石

55）	

成
瀬
惣
右
衛
門
、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
御
水
主
頭

56）	

青
木
与
一
右
衛
門
（
金
八
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
御
徒
頭

57）	

桜
井
庄
九
郎
（
鉄
五
郎
）、
一
五
〇
石
、
当
時
は
御
時
宜
役

58）	

田
辺
五
太
夫
（
鉄
五
郎
）、
一
五
〇
石
、
当
時
は
御
屋
形
普
請
御
用
掛
り

59）	

土
屋
十
郎
右
衛
門
（
小
金
吾
）、
三
〇
〇
石
、
外
に
御
足
三
〇
石
、
当
時
は
御
目
付
役

60）	

岩
上
梶
太
夫
（
音
五
郎
、
荒
次
郎
）、
二
〇
〇
石
、
当
時
は
御
持
弓
頭
（
屋
鋪
奉
行
兼
）

61）	

岡
部
左
膳
（
長
十
郎
）、
一
五
〇
〇
石
、
当
時
は
御
家
老
職
（
江
戸
ゟ
奉
書
組
頭
）

62）	
門
野
太
郎
右
衛
門
（
彦
助
）、
一
〇
〇
石
、
当
時
は
末
之
番
外
御
時
宜
役

63）	
酒
井
十
之
丞
（
彦
六
、
頼
母
）、
八
二
〇
石
、
当
時
は
大
御
番
頭

64）	

荻
野
左
近
（
与
三
郎
）、
一
〇
〇
〇
石
、
当
時
は
格
式
高
知
席


